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四
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
の
特
異
性

　
　
e
　
エ
ン
ド
レ
ス
に
よ
る
物
的
資
本
概
念
の
明
確
化

　
　
⇔
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
の
特
異
性

　
　
五
・
む
す
ぴ
に
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え
て

九
八

一
　
問
題
と
本
稿
の
構
成

　
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
ー
（
O
。
匡
ヨ
8
げ
R
）
や
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
男
o
o
9
巨
響
）
に
よ
っ
て
実
体
資
本
維
持
説
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に

半
世
紀
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
学
説
の
発
生
の
因
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
ア
｝
の
学
説
が
損
益
計
算
的
に
克
服
し
よ
う

と
し
た
価
格
変
動
－
特
に
価
格
上
昇
i
は
、
そ
れ
が
激
微
の
差
こ
そ
あ
れ
そ
の
後
の
自
由
主
義
経
済
諸
国
の
恒
常
的
現
象
芝
な
っ
て

い
る
た
め
、
こ
の
学
説
の
考
え
方
が
、
多
く
の
国
で
少
な
か
ら
ざ
る
支
持
者
を
得
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
考
え
方
は
．
企
業
会
計
の
実
践
上
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
あ
と
で
触
れ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
社
で
は
、
取
替
価
値
会
計
（
園
名
『
8
旨
Φ
三
く
巴
き
＞
8
0
目
ロ
お
）
の
名
の
も
と
に
実
鉢
資
本
維
持
説
の
計
算
が
全
面
的
に

採
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
例
外
的
で
あ
り
、
各
国
に
お
い
て
も
せ
い
ぜ
い
後
入
先
出
法
の
如
く
、
損
益
計

算
の
極
く
一
部
分
の
領
域
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
説
の
計
算
に
伴
な
う
不
確
実
性
、
法
的
な
制
約
な
ど
、
技
術
的
・
制
度
的
障
碍
が
そ
こ
に
あ
る
ア
）
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
よ

り
根
本
的
な
原
因
は
、
こ
の
説
自
体
の
損
益
計
算
論
と
し
て
の
理
論
的
成
立
可
能
性
に
疑
問
が
あ
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で



あ
る
と
す
れ
ぱ
、
実
体
資
本
維
持
説
自
体
の
理
論
的
整
備
が
ま
ず
行
な
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
名
目
資
本
維
持
説
、
購
買
力
資
本
維
持
説
と
並
ん
で
、
実
体
資
本
維
持
説
も
一
つ
の
損
益
計
算
体
系
と
し
て
周
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
考
え
方
、
諸
概
念
も
、
抽
象
的
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
と
、

不
明
確
な
点
、
間
題
と
な
る
点
は
極
め
て
多
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
実
体
資
本
維
持
説
が
一
つ
の
損
益
計
算
体
系
と
し
て
計
算
技
術
的
に
成
立
し
う
る
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
こ

に
は
他
の
資
本
維
持
説
の
損
益
計
算
体
系
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
特
異
性
が
あ
る
の
か
、
を
専
ら
そ
の
資
本
概
念
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
が

ら
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
、
問
題
の
複
雑
化
を
避
け
る
た
め
に
、
対
象
を
絶
対
的
実
体
資
本
維
持
説
に
限
定
し
、

相
対
的
な
い
し
発
展
的
実
体
資
本
維
持
説
に
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　
本
論
に
入
る
に
先
立
ち
、
本
稿
の
構
成
の
概
略
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
間
題
に
な
る
要
素
を
一
切
除
い
た
簡
単
な
設
例
に
よ
り
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
で
あ
る
物
的
資
本
概
念
の
特
徴
を
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
損
益
計
算
を
具
体
的
な
形
で
示
し
た
。

　
次
に
、
物
的
資
本
概
念
の
形
成
に
お
い
て
ま
ず
間
題
に
な
る
二
つ
の
点
、
す
な
わ
ち
、
貨
幣
資
産
は
物
的
資
本
概
念
の
も
と
で
ど
の
よ

う
に
取
扱
わ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
物
的
資
本
概
念
は
自
己
資
本
に
関
す
る
概
念
か
他
人
資
本
を
含
む
総
資
本
概
念
か
、
の
二
点
を
検
討
し
、

こ
れ
ら
の
要
素
を
含
め
た
揚
合
の
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
は
、
同
一
物
財
が
常
に
再
調
達
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
資
本
概
念
を
考
察
し
た
が
、
次
に
、
再
調
達
さ
れ
る
物
財
に
変

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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化
が
生
ず
る
揚
合
に
も
、
物
的
資
本
概
念
が
成
立
し
う
る
か
を
検
討
し
、
そ
の
限
界
を
認
め
た
。

　
最
後
に
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
を
他
の
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
と
比
較
し
、
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
は
特
異
な
性
質

を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
そ
れ
が
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
の
問
題
が
生
ず
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
実
体
資
本
維
持
説
に
関
す
る
問
題
が
、
こ
れ
で
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
計
算
技
術
的
な
面
に
関
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
．
一
れ
で
殆
ど
ふ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
す
べ
て
の
問
題
に
対
す
る
明
確
な
結
論
が
得
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
問
題

の
所
在
て
い
ど
は
示
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

二
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

O
　
物
的
資
本
概
念
の
基
本
形
態

　
実
体
資
本
維
持
説
は
、
期
首
と
同
一
の
大
き
さ
の
給
付
能
力
（
［
昏
ε
お
。
・
㌶
匡
σ
Q
ぎ
岸
）
の
維
持
を
期
間
利
益
の
判
定
基
準
と
す
る
損

益
計
算
論
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
給
付
能
力
と
は
、
一
期
間
中
に
生
産
し
販
売
し
う
る
製
品
な
い
し
用
役
の
数
量
的
大
き
さ
を
意
味
す
る
。

あ
る
企
業
の
か
か
る
給
付
能
力
の
維
持
は
、
生
産
設
備
の
進
歩
や
生
産
さ
れ
る
製
品
・
用
役
の
変
化
が
生
じ
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ぱ
、

期
首
と
同
一
数
量
の
同
一
設
備
資
産
（
土
地
・
建
物
，
機
械
な
ど
）
と
、
同
一
数
量
の
同
一
棚
卸
資
産
（
材
料
・
仕
掛
品
・
製
品
な
ど
）

が
期
末
に
存
在
し
て
い
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
物
と
し
て
存
在
し
て
い
な
く
と
も
そ
れ
を
調
達
し
う
る
能
力
が
現
金
等
の
形
で
存
在
し
て
い

れ
ば
、
達
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
期
首
の
資
産
に
投
下
さ
れ
て
い
た
貨
幣
資
本
額
で
は

、



な
く
、
期
首
に
存
在
し
て
い
た
具
体
的
財
そ
の
も
の
の
数
量
が
期
間
利
益
判
定
の
基
準
、
す
な
わ
ち
会
計
上
の
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
期

間
損
益
計
算
上
の
資
本
と
な
る
。
ワ
ル
プ
が
、
命
名
し
た
物
的
資
本
維
持
な
い
し
数
量
的
に
規
定
さ
れ
た
資
本
維
持
（
ヨ
帥
一
。
同
一
。
一
一
。
。
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

ヨ
①
お
2
日
農
蒔
げ
雷
広
旨
ヨ
岳
国
呂
津
巴
Φ
3
巴
3
ロ
α
Q
）
と
い
う
名
称
は
、
こ
の
揚
合
に
は
文
字
通
り
当
て
嵌
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
資
本
概
念
は
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
と
し
て
最
も
基
本
的
な
形
で
あ
る
の
で
、
そ
の
特
徴
を
十
分
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
次
頁
に
示
し
た
簡
単
な
設
例
に
よ
り
具
体
的
に
示
し
て
お
こ
う
。

　
名
目
資
本
維
持
説
に
お
い
て
は
、
会
計
上
の
資
本
は
、
期
首
に
こ
の
企
業
に
投
下
さ
れ
て
い
る
貨
幣
額
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
の
額

は
九
五
〇
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
貸
借
対
照
表
の
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
額
に
相
当
す
る
貨
幣
と
見
倣
す
．
｝
と
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
a
材
料
一
〇
個
、
X
機
械
一
台
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
は
資
本
の
大
き
さ
を
決
定
す
る
上
に
問
題

と
な
ら
ず
、
貨
幣
一
五
〇
に
相
当
す
る
材
料
、
貨
幣
四
〇
〇
に
相
当
す
る
機
械
と
い
う
観
点
か
ら
資
本
の
大
き
さ
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
で
、
同
様
な
観
点
か
ら
決
定
さ
れ
た
期
末
資
本
が
期
首
資
本
を
超
え
る
額
と
し
て
、
純
利
益
が
計
算
さ
れ
る
。
純
利
益
は
、

期
首
と
期
末
の
貨
幣
量
（
物
的
資
産
は
貨
幣
に
換
算
）
の
差
で
あ
り
、
貨
幣
増
加
分
で
あ
る
（
卵
②
参
照
）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
実
体
資
本
維
持
説
で
は
、
会
計
上
の
資
本
は
、
期
首
に
存
在
す
る
物
的
資
産
の
数
量
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
、
材
料

一
〇
個
、
A
製
品
一
〇
個
、
X
機
械
一
台
、
こ
れ
が
期
首
資
本
の
大
き
さ
で
あ
る
。
ア
）
の
揚
合
、
機
械
は
す
で
に
一
年
（
一
年
決
算
と
す

る
）
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
耐
用
期
間
は
あ
と
四
年
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
定
額
法
償
却
を
前
提
と
す
れ
ば
、
期
首
の
時
点
で
の
X
機
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

一
台
と
現
金
一
〇
〇
の
両
者
を
合
せ
て
、
新
品
の
X
機
械
一
台
に
相
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
例
で
は
、
期
首
資
本
を
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ロ

す
る
機
械
一
台
を
、
こ
の
よ
う
に
新
品
の
機
械
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



廉例1
B／S① （期首）

a材料　　10コ＠15　　　150　　　　減価償却引当金　　　　100

響　経過響　／

　　1）製品単位当り原価＝材料費15，労務費10，減価償却費5，計30．その他の経費は無

　　2）機械＝耐用年数5年，残存価額0，定額法，期聞製品生産能力20コ．

　　3）前期までの純利益は，全類社外流出されたものと仮定する．

　　4〉機械の期首における取替時価は取得原価と同じ500とする．

　　材料購入高＝＠21×20＝420（現金支払）

　　労務費支払：＠15×20ニ300（　”　）

　　売上高：　　＠50x20＝・1，000（現金収入）

　　製品生産量：20コ

　期末現在の固定資産の購入時価600

　期末現在の材料単価21，労務費単価15

名目資本維持説

　当期製品製造原価：

　　　　　　　　　　　　　　1　　製品1単位原価：　760×一篇38
　　　　　　　　　　　　　20
　売上原価（FIFO）：

製鋪麟：黙ll二lll｝計㎜

　　　期末在高；　　＠38×10＝380

　　売上原価：　　　　　　20680　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　P／L①　　　　　　　　　　　　　　二

A製品1）　10コ＠30　　　300　　　肇本金　　　　　　　　9503）　　橋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究　　　　　　　　　　　　1，050　　　　　　　　　　　　　　為050　　　年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報

　　視する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究

　期中取引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

売上原価

当期純利益 0
0
8
2
6
31，000

売上高

／
1ン000

1，000



実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

○

BIS② （期末）

　材料　　10コ＠21　　　210　　　　減価償却引当金　　　　200

　製品　　10コ＠38　　　380　　　資本金　　　　　　　　950

　機械　　1台（2年経過）　500　　　　当期純利益　　　　　　　320

現金・）　　38・　　／
　　　　　　　　　　　1，470　　　　　　　　　　1，470

　　！）100（期首在高）＋1，000（売上高）一〔420（材料贈入高）＋300（労務費支払高）〕＝380

実体資本維持説

　イ）　資産評価基準を取得原価（上記名目資本維持説と同じ）とした揚合

　　　　　　　　　　　　　　B／S③　　　　（期末）

A製品
X機械

．逸傘＿＿＿＿＿＿、

驚三爾一㎜皿蕊一

10コ＠38　　　380
1台（2年経過）　500

　　　　　　　240　，

謙騨』
棄杢屡貌
当期純利益

現金　　　　　　　　　　140

　　　　　　　　　　1ン470

ロ）・資産評価基準を期首価額とした揚合

　　　　　　　　　　　　　BIS④

11薫iニコ

　950
・8・
1
耳
0

1，470

（期末）

耐秤

A製品

X機械

現金

驚週」…”

10コ＠30

1台（2年経過）

300

500

240

藻簸礫ll
。．奪本金

当繭莉墨

　　　／

署『

“欝

1，330

二麺
140

1，330



ハ）　資本を数量的にのみ表現して，金額を附さない揚合

　　　　　　　　　　　　BIS⑤　　　　　　　　　（期末）

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究

a材料 10コ

A製品 10コ 一i資本
ix機械

現金＿．

1台（2年経過）

24q　i

当期純利益 140現金 140

二）　資産評価基準を期末調達時価とした揚合

　　　　　　　　　　　　　B／s⑥

14

　　　　　　（期末）

減価償却引当金

　　　　　　600
　　　100×一＝120
　　　　　　500

　　十　　　　　　120　240

資本金

　　　　　　21
　（材）150×一＝210
　　　　　　15

　　　　　　38
　（製）300X一＝380
　　　　　　30

　　　　　　600
　（機）500×一＝6001，190
　　　　　　500　一

当期純利益　　　　　　140

1，570

10コ＠21　　　210
10コ＠38　　　　380

1台（2年経過）　600

　　　　　　　　　　　　380

a材料

A製品
X機械
　現金

1，570

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

　
こ
の
よ
う
な
資
本
概
念
の
下
で
は
、
期
首

と
同
じ
財
（
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
）

が
期
末
に
存
在
す
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が

ま
ず
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
超
え

て
存
在
す
る
も
の
が
期
間
利
益
と
な
る
。
設

例
で
は
、
材
料
と
製
品
に
関
し
て
は
期
首
と

同
一
の
も
の
が
同
一
数
量
存
在
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
機
械
は
更
に
一
年
間
使
用
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
時
点
の
購
入
時

価
は
六
〇
〇
に
上
昇
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
二
年
経
過
し
た
X
機
械
一
台
の
ほ
か

に
、
現
金
ま
た
は
現
金
等
価
物
二
四
〇

（
§
垂
が
あ
っ
て
、
初
め
て
期
首
に

想
定
し
た
と
同
様
に
新
品
の
X
機
械
一
台
が

存
在
す
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
か
く

し
て
、
設
例
に
お
け
る
期
間
利
益
は
一
四
〇



と
計
算
さ
れ
る
（
前
掲
耶
③
～
耶
⑥
を
参
照
）
。

　
こ
の
設
例
に
お
い
て
明
ら
か
な
通
り
、
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
会
計
上
の
資
本
－
維
持
す
ぺ
き
資
本
、
期
間
利
益
判
定
の
基
準

と
な
る
資
本
ー
は
、
物
量
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
大
き
さ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
貸
借
対
照
表
の
貸
方
に
示
さ
れ
る
資
本
の
金
額
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ィ
ロ

そ
れ
自
体
と
し
て
は
意
味
が
な
い
。
資
産
の
評
価
額
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
貸
借
対
照
表
で
金
額
表
示
を
す
る
揚
合
に
は
、

両
者
の
金
額
の
差
額
と
し
て
純
利
益
が
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
期
首
資
本
に
相
当
す
る
借
方
資
産
の
評
価
額
の
合
計
は
、
貸
方
資

本
項
目
（
純
利
益
を
除
く
i
以
下
同
じ
）
の
金
額
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
貸
方
資
本
項
目
の
金
額
は
、
そ
れ
に

相
当
す
る
借
方
資
産
項
目
が
い
か
な
る
基
準
で
評
価
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
り
変
る
の
で
あ
り
、
常
に
そ
の
評
価
額
と
一
致
す
る
金
額
が
附

さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
反
対
に
、
貸
方
資
本
項
目
の
金
額
を
ま
ず
決
定
す
れ
ば
、
借
方
資
産
項
目
の
評
価
基
準
は
、
そ
れ
に
規
制
さ
れ
る

こ
と
に
な
翻
。
い
ず
れ
に
せ
よ
・
貸
方
資
本
項
目
の
金
額
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
意
味
が
な
い
の
で
あ
り
、
借
方
資
産
項
目
の
評
価
基
準

で
計
算
さ
れ
た
物
量
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
注
意
す
ぺ
き
は
、
物
的
資
本
概
念
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
、
期
間
利
益
に
つ
い
て
も
物
的
概
念
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

は
決
し
て
な
い
。
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
物
的
資
本
概
念
は
、
利
益
判
定
基
準
と
し
て
の
資
本
概
念
で
あ
り
、
期
首
資
本
に
適
用
さ

れ
る
資
本
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
期
末
物
的
資
本
マ
イ
ナ
ス
期
首
物
的
資
本
イ
ー
コ
ー
ル
物
的
期
間
利
益
』
と
い
う
よ
う
な
概

念
構
成
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
の
期
間
利
益
は
、
期
末
に
存
在
す
る
資
産
の
う
ち
、
期
首
物
的
資
本
を
超
え
る
資
産
の
貨
幣
相

当
額
と
し
て
、
い
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
額
を
貨
幣
で
分
配
し
て
も
期
首
物
的
資
本
が
残
る
よ
う
な
額
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
も
ロ

期
間
利
益
概
念
は
貨
幣
概
念
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
設
例
で
は
一
四
〇
と
い
う
金
額
そ
の
も
の
が
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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一
〇
六

PIL②
1，000売上高

　
　
／

1，000

840

20

140

売上原価

過年度償却不足額

純利益

1，000

売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　1，000

費用を再調達価格で計算

　　製品原価

　　　　材料費：　　　　　　＠21×20＝420

　　　　労務費；　　　　　　＠15x20＝300

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　減価償却費：　　　　　600×一＝120
　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　840

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　単位当り原価：　　　　840×一＝　42
　　　　　　　　　　　　　　　　　20
　　売上原価

　　　　製品販売数量20コ，単価42，計840

　　償却不足額

　　　　固定資産時価：　　　　　600

　　　経過年数：　　　　　　2年

　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　2
　　　要償却累計額：　　　　600X一＝240
　　　　　　　　　　　　　　　　　5

　　　償却累計額：　　　　　100＋120＝220

　　　償却不足額＝　　　　　20

　
以
上
は
、
貸
借
対
照
表
に
よ
る
計
算
の
形

で
、
実
体
資
本
維
持
説
の
期
間
利
益
の
計
算

を
考
察
し
て
き
た
。
実
体
資
本
維
持
説
の
利

益
の
計
算
は
、
最
終
的
に
は
か
か
る
形
に
よ

ら
ざ
る
を
得
な
い
（
損
益
法
手
続
だ
け
で
は

重
要
な
項
目
が
把
握
さ
れ
ず
、
財
産
法
手
続

に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
）
が
、

こ
れ
を
費
用
・
収
益
の
計
算
と
い
う
観
点
か

ら
み
た
揚
合
、
ど
の
よ
う
な
計
算
基
準
が
適

用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
を
次
に
示
し
て

お
こ
う
。

　
実
体
資
本
維
持
説
で
は
、
物
的
資
本
す
な

わ
ち
具
体
的
な
個
々
の
財
の
維
持
が
利
益
判

定
の
基
準
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
費
用
は
、

消
滅
し
た
財
が
再
調
達
さ
れ
た
と
き
の
調
達



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
レ

籍
ー
実
際
再
調
達
価
格
ー
で
評
価
す
重
と
が
原
則
と
馨
．
・
｝
の
よ
う
な
基
準
を
適
用
す
れ
ば
、
収
益
の
う
ち
財
を
再
調
達
し

て
余
・
た
部
分
が
利
益
と
し
て
計
算
さ
れ
、
実
体
蒙
維
持
説
の
利
益
概
念
に
薮
す
る
．
再
調
達
が
期
末
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
・
そ
の
時
点
で
実
際
覇
達
価
肇
見
替
、
詫
姦
て
路
轟
価
す
る
．
し
た
が
．
て
、
減
価
償
却
費
は
、
期
末
で
見
積
．

た
実
際
再
調
達
価
格
を
基
準
に
し
て
計
算
す
る
こ
と
に
な
る
。

重
要
奎
と
は
』
あ
よ
農
財
の
消
窪
馨
く
費
用
の
計
纂
け
で
は
、
実
体
資
本
維
持
説
の
利
益
計
算
の
嚢
藁
黍
含
ま

れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
・
そ
れ
は
固
甕
嚢
用
の
聲
に
関
し
て
生
ず
る
．
先
の
例
で
明
ら
か
な
如
く
、
当
期
の
償
却
費
を
期
末

再
調
達
価
格
（
六
8
）
塞
づ
い
て
聲
し
（
一
二
・
）
、
汽
養
毘
計
上
し
薩
け
で
は
、
固
定
資
産
に
つ
い
て
の
費
用
計
上
を

通
じ
て
留
保
（
峯
裏
る
現
金
の
累
計
糎
一
三
・
で
あ
り
、
不
＋
分
で
あ
る
．
そ
こ
で
不
足
額
（
二
。
Ψ
を
計
算
し
蝶
に
追
加

計
上
す
ゑ
と
が
必
要
で
あ
る
』
あ
よ
う
奮
却
計
算
を
、
ド
イ
ツ
で
管
彗
。
一
．
ロ
α
①
＞
げ
・
。
．
げ
・
Φ
一
げ
仁
昌
σ
⇔
と
呼
ん
で
い
る
．

　
以
上
の
基
準
に
よ
る
費
用
収
益
計
算
を
、
先
の
設
例
に
関
し
て
示
す
と
前
頁
の
計
算
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
（
、
）
国
量
垂
ζ
臣
萱
σ
－
。
・
垂
§
讐
書
『
甕
σ
中
・
コ
傍
一
一
・
一
・
R
切
・
砕
『
一
・
げ
ρ
ω
．
『
｝
一
昌
，
矩
一
．
コ
ニ
九
二
六
年
、
一
二
一
一
一
四
頁
姦
．

　
　
（
2
）
耐
畢
警
慧
し
て
X
雛
が
除
智
れ
る
鷺
、
X
機
械
（
新
品
）
議
入
で
き
る
だ
け
の
現
金
が
あ
れ
ば
、
そ
の
現
金
は
新
品
X
機

　
　
　
械
一
台
裏
わ
す
も
の
と
み
な
し
う
る
．
お
よ
う
髪
え
畜
よ
倉
、
皐
慧
曹
は
牽
経
過
し
た
議
械
の
ほ
奮
x
濃
の
新
品

　
　
　
　
の
購
入
時
価
（
設
例
で
は
響
現
甕
○
○
）
の
五
分
の
E
墾
す
窺
金
ま
た
鏡
金
揺
物
奪
穿
る
こ
と
に
よ
り
、
新
。
叩
の
x
機
械

　
　
　
　
が
存
在
す
る
も
の
と
み
な
し
う
る
。

　
　
　
（
3
）
響
築
を
驚
す
る
機
埜
蓼
暫
叩
一
台
と
み
を
と
は
、
6
・
個
の
製
品
星
産
す
る
能
力
（
毎
年
二
・
個
、
耐
用
年
数
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七

　
　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念



　
　
　
一
橋
大
学
研
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商
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研
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の
　

を
享
る
機
械
一
台
を
期
首
資
本
に
含
め
る
こ
と
で
あ
る
．
こ
れ
に
対
し
て
、
一
年
慧
し
た
捺
の
濃
を
そ
の
き
期
墓
本
震
萎
と

み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
．
こ
れ
は
、
八
○
個
の
製
品
星
産
す
る
聾
（
雍
二
・
個
、
耐
用
年
数
四
年
）
を
有
す
る
機
吾
覇
首
案

　
に
含
め
る
．
一
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
前
者
の
考
え
方
を
と
り
期
首
資
産
に
現
金
一
〇
〇
を
含
め
た
。

（
4
）
　
抑
毫
巴
ダ
前
掲
書
、
三
三
四
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　

（
5
）
設
例
の
踏
荏
、
資
産
は
、
名
目
資
本
維
持
説
鵡
②
と
同
じ
謡
羨
で
謡
え
て
い
る
．
し
た
が
・
て
・
募
築
書
（
築

　
金
と
資
本
修
正
額
）
の
金
額
一
、
一
三
〇
は
、
資
産
の
評
価
額
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
毯
は
、
貸
方
資
本
項
目
の
金
額
を
期
首
と
同
じ
九
五
〇
に
固
定
レ
た
結
果
、
そ
こ
か
ら
借
妻
産
習
の
評
価
蓋
奪
畠
さ
れ
て
い
る
・

す
な
わ
ち
、
響
と
同
じ
護
謡
禦
適
用
え
て
い
る
．
こ
の
馨
、
藩
償
却
引
当
金
は
、
勝
と
異
宣
二
四
。
で
な
け
れ
蛙
ら

な
い
．
．
】
う
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
契
の
覆
必
鏡
金
二
四
・
と
機
馨
纏
一
六
・
（
取
得
濡
五
・
9
イ
ナ
ス
引
当
金
二
四
。
）
の
合

計
が
、
期
首
の
留
保
必
要
現
金
一
〇
〇
と
機
械
評
価
額
四
〇
〇
（
五
〇
〇
マ
イ
ナ
ス
一
〇
〇
）
に
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　

　
な
お
耳
③
に
お
い
て
も
、
減
価
償
却
引
当
金
を
二
四
〇
と
し
て
も
よ
い
。
そ
の
揚
合
に
は
、
資
本
修
正
額
は
そ
れ
だ
け
減
少
す
る
。

　
　焉
は
、
一
方
で
は
す
ぺ
て
の
勢
護
習
を
期
嘉
諄
価
で
謡
す
る
異
に
、
他
方
貸
方
資
本
項
目
に
つ
い
て
は
・
響
霧
（
九

五
。
）
を
、
そ
れ
を
震
す
る
個
々
の
資
産
項
目
金
額
毎
に
個
お
護
単
価
の
舞
変
睾
藁
じ
て
修
正
し
て
金
額
（
一
・
一
九
。
）
漢
定
し

て
い
る
．
．
一
の
揚
合
に
は
、
両
者
の
金
額
は
別
々
に
決
定
さ
砦
が
．
期
首
資
木
を
構
成
し
て
い
た
資
産
量
の
評
価
額
と
・
募
案
習
の
金

額
と
の
薮
関
係
蔑
立
す
る
．
な
お
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
れ
ば
、
資
産
項
目
喪
本
習
の
金
額
そ
琶
象
諜
憲
薮
値
と
な
る
・

　
こ
の
方
法
に
よ
れ
ぱ
、
借
方
資
産
項
目
の
う
ち
、
響
栞
震
琴
と
そ
れ
遙
え
る
募
と
に
分
け
る
手
祭
は
ぶ
け
る
が
・
借
婆
産

項
目
の
す
ぺ
て
覇
鳶
入
時
価
で
揺
す
る
の
で
、
響
案
震
部
分
姦
え
る
物
的
謹
（
利
益
を
震
す
る
琴
）
が
存
在
す
殺
そ



　
れ
も
同
様
な
基
準
で
評
価
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
評
価
益
が
計
上
さ
れ
る
揚
合
が
生
ず
る
。

（
6
）
　
こ
の
点
は
、
し
ば
し
ぱ
誤
解
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
リ
ー
ブ
ル
は
、
実
体
資
本
維
持
説
の
「
利
益
は
、
従
来
の
給
付
能
力
の
維
持
に
必
要

　
な
生
産
手
段
の
量
（
零
o
〔
冒
一
＆
o
募
登
一
窪
o
δ
一
る
暮
窪
）
を
超
え
て
存
在
す
る
物
財
の
量
（
O
痒
o
旨
お
お
。
）
で
あ
る
」
（
》
＝
〇
三
”
国
帥
風
一
卑
一
。
同
一
一
鉱

　
ε
夷
目
＆
国
一
睾
N
器
畠
2
団
φ
≦
o
一
｛
自
窪
＃
辞
一
九
五
四
年
、
二
七
頁
）
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
実
体
資
本
維
持
説
で
は
、
例
え
ぱ
、
利
益

　
は
A
製
品
五
個
で
あ
る
、
と
で
も
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
ー
は
正
し
く
利
益
を
貨
幣
と
し
て
考
え
て
い
る
（
森
田
、
期
間
利
益
の

　
分
配
可
能
性
と
尺
度
性
、
一
橋
大
学
研
究
年
報
・
商
学
研
究
4
、
昭
和
三
十
六
年
、
二
四
〇
1
二
四
一
頁
参
照
）
。

（
7
）
　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
費
用
発
生
時
（
財
の
消
滅
時
）
の
再
調
達
価
楕
を
主
張
す
る
説
も
少
な
く
な
い
が
、
．
｝
れ
で
は
実
体
資
本
維
持
は

　
不
可
能
で
あ
る
（
森
田
、
前
掲
論
文
、
二
五
六
頁
以
下
参
照
）
。

（
8
）
　
こ
の
不
足
額
の
把
握
は
損
益
法
計
算
手
続
た
る
減
価
償
却
手
続
で
は
な
し
得
ず
、
財
産
法
の
手
続
に
よ
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
（
森
田
、
損
益
計

　
算
の
方
法
と
利
益
概
念
、
会
計
、
昭
和
三
十
六
年
六
月
暑
参
照
）
。

⑬
　
貨
幣
資
産
と
物
的
資
本
概
念

　
前
節
で
は
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
の
基
本
形
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
問
題
を
含
む
事
柄
を
一
切
考
察
の
対
象
か
ら

除
い
て
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
設
備
の
変
化
や
生
産
さ
れ
る
製
品
・
用
役
の
変
化
が
な
い
場
合
を
前
提
と
す
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も

次
の
二
点
を
考
察
の
対
象
に
含
め
な
け
れ
ば
物
的
資
本
概
念
の
基
本
形
を
明
ら
か
に
し
た
．
》
と
に
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

　
ω
物
的
資
本
概
念
に
お
い
て
、
貨
幣
資
産
は
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
の
か
。
前
掲
の
設
例
で
も
貨
幣
資
産
（
現
金
）
は
含
ま
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
は
、
機
械
の
消
耗
部
分
に
見
合
う
と
仮
定
さ
れ
た
現
金
額
で
あ
り
、
現
存
す
る
機
械
と
そ
の
現
金
と
を
合
せ
て
一
台
の
新
口
叩

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

の
機
械
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
物
的
資
本
概
念
の
形
成
に
特
別
な
支
障
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

ほ
か
の
目
的
で
存
在
す
る
貨
幣
資
産
は
ど
う
取
扱
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
。

　
回
前
掲
の
設
例
で
は
、
自
己
資
本
の
み
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
実
体
資
本
概
念
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
負
債
す
な

わ
ち
他
人
資
本
が
含
ま
れ
て
い
る
揚
合
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
物
的
資
本
概
念
は
、
他
人
資
本
に
も

適
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
第
二
の
間
題
で
あ
る
。
本
節
で
は
第
一
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。

　
実
体
資
本
維
持
説
に
お
い
て
、
貨
幣
資
産
は
い
く
つ
か
の
面
倒
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
そ
の
資
本
概
念
の
基
本

形
を
明
ら
か
に
す
る
に
必
要
な
限
度
で
こ
の
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
、
前
掲
の
設
例
に
、
運
転
資
金
と
し
て
の
現
金
が
加
え
ら
れ
た
揚

合
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
示
す
期
首
貸
借
対
照
表
珊
⑦
は
、
耳
①
に
運
転
資
金
と
し
て
の
現
金
一
二
五
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
額
は
、
材
料
五
個
の

購
入
と
、
労
務
費
五
単
位
の
支
払
に
必
要
な
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
現
金
を
保
有
す
る
こ
と
が
、
こ
の
企
業
が
生
産
活
動
を
円
滑
に

営
む
う
え
に
必
要
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
に
た
つ
と
き
、
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
利
益
判
定
基
準
と
し
て
の
物
的

資
本
は
、
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
実
体
資
本
維
持
説
な
い
し
実
体
資
本
概
念
に
お
い
て
、
貨
幣
資
産
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
に
就
い
て
は
こ
の
説
の
創
始
者
と
も
い
う
べ

き
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
ー
が
、
一
つ
の
明
確
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
大
よ
そ
次
の
通
り
で
転
祝
・

　
一
定
の
給
付
能
力
の
前
提
と
し
て
物
的
資
本
を
考
え
る
揚
合
に
は
、
一
定
量
の
貨
幣
資
産
す
な
わ
ち
同
額
の
貨
幣
資
産
が
常
に
同
じ
大



B／S⑦ （期首）

実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

　現金

a材料
A製品
X機械
　現金

10コ＠15

10コ＠30

1台（1年経過）

125

150

300

500

100

1，175

減価償却引当額

資本金

／

100

17075

1，175

BIS③と同じ資産評価基準による期末貸借対照表

　　　　　　　　　　　　　BIS⑧ （期末）

現金

a材料
A製品
X機械
　現金

1801） 減価償却引当金

現金

200

10コ＠21　　　210　　　　資本金
　　　　　　　　　1一→i
10コ＠3S　　　380　　　　資本修正額

1台（2年経過）500
　　　　　　　　　　　　当期純利益
　　　　　　　240
　　　　　　　　　　1　／

1，075

235

）
）1
2

◎21×5＋＠15x5

85

1，595

180＝！25x
　　　＠15x6＋＠10x5
現金残高の計算

期首在高（125＋100）＋売上高（1，000）一〔材料購入高（420）＋労務費支払高（300）〕昌506

非拘束現金＝505一〔運転資金（180）十機械取替用（240）〕＝85

PIL③
売上原価

過年度償却不足額

貨幣資産効用i威少額

当期純利益

840

20

551）

85

売上高

／

／

1，000

17000 1，000

1）65＝180－125



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

き
さ
の
資
本
を
意
味
す
る
と
は
い
え
な
い
。
同
額
の
貨
幣
資
産
は
常
に
同
量
の
給
付
能
力
を
保
証
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
企

業
が
そ
の
貨
幣
資
産
を
も
っ
て
調
達
す
る
財
貨
・
用
役
の
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
、
他
の
条
件
が
変
ら
な
い
限
り
、
同
量
の
給
付
能
力
を
保

証
す
る
た
め
に
は
よ
り
多
く
の
貨
幣
資
産
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
逆
の
揚
合
は
、
よ
り
少
な
い
貨
幣
資
産
で
足
り
る
。
そ
こ
で
、

貨
幣
資
産
に
関
し
て
は
、
期
首
に
存
在
し
て
い
た
貨
幣
額
（
企
業
の
給
付
能
力
に
関
与
し
て
い
た
部
分
の
み
で
あ
り
、
配
当
等
の
た
め
流

出
を
予
定
さ
れ
て
い
た
部
分
は
含
ま
な
い
）
が
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
経
営
の
給
付
能
力
に
対
し
て
果
し
て
い
た
役
立
ち
（
効
用
2
5
N
－

ξ
9
δ
の
大
き
さ
を
考
え
、
期
末
現
在
で
そ
の
大
き
さ
を
代
表
す
る
貨
幣
額
を
以
て
、
利
益
判
定
の
基
準
と
し
て
の
資
本
に
含
ま
れ
る

貨
幣
資
産
の
額
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
役
立
ち
の
大
き
さ
は
、
一
般
的
に
は
貨
幣
資
産
の
も
つ
購
買
力
で
測
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ
れ
は
、
貨
幣
の
一
般
購
買
力
で
は
な
く
、
当
該
企
業
に
固
有
の
購
買
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
貨
幣
資

産
が
、
当
該
企
業
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
財
貨
・
用
役
の
購
入
に
あ
て
ら
れ
る
か
、
そ
し
て
、
そ
の
財
貨
・
用
役
の
価
格
が
ど
の
よ
う
に

変
動
し
た
か
に
よ
っ
て
、
当
該
企
業
に
固
有
の
貨
幣
の
購
買
力
の
変
動
を
確
定
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
期
首
の
貨
幣
資
産
額
に
相
当
す
る

期
末
貨
幣
資
産
額
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
企
業
に
固
有
の
購
買
力
の
変
動
を
表
わ
す
指
数
を
、
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
ー

は
、
経
営
経
済
的
指
数
（
訂
鼠
。
房
三
誘
。
鼠
津
一
8
ぎ
二
且
賃
）
と
名
づ
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ア
一
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
前
掲
別
⑦
お
よ
び
一
〇
二
頁
の
設
例
に
よ
る
期
中
取
引
に
よ
っ
て
期
末
貸
借
酎
照
表
を
作
成
す
る

と
、
耶
⑧
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
期
首
に
存
在
し
た
運
転
資
金
で
あ
る
現
金
が
、
材
料
五
個
と
労
働
用
役
五
単
位
の
購
買
力
を
有

す
る
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
期
末
に
同
一
の
購
買
力
を
有
す
る
貨
幣
額
は
幾
許
で
あ
る
か
を
算
定
し
、
一
八
O
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
機
械
消
耗
分
に
見
合
う
現
金
に
つ
い
て
は
運
転
資
金
と
は
区
別
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
研
⑧
に
対
応
す
る
損
益
計
算
書
を



　
　
　
　
L

示
す
と
、
珊
③
の
如
く
な
る
。

　
右
に
示
し
た
よ
う
な
貨
幣
資
産
に
関
す
る
考
え
方
に
よ
れ
ぱ
、
貨
幣
資
産
は
貨
幣
そ
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
購
買
力
と
し
て
、
し

か
も
そ
の
企
業
に
固
有
の
購
買
力
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
貨
幣
資
産
を
も
っ
て
、
そ
れ
が
支
配
で
き
る
一
定
量
の
具
体
的

な
財
貨
．
用
役
を
代
表
す
る
も
の
と
み
る
の
で
あ
る
。
設
例
に
お
い
て
は
、
運
転
資
金
た
る
現
金
は
、
そ
れ
が
支
配
し
う
る
材
料
五
個
と

労
働
用
役
五
単
位
を
表
わ
す
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
期
首
に
お
い
て
は
一
二
五
の
現
金
で
あ
り
、
期
末
に
お
い
て
は
一
八
O
の
現
金
な
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
明
ら
か
に
貨
幣
資
産
に
関
す
る
物
的
解
釈
で
あ
り
、
か
か
る
解
釈
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貨
幣
資
産
は

他
の
物
的
資
産
と
同
質
な
資
産
と
し
て
物
的
資
本
概
念
の
中
に
無
理
な
く
含
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
、
資
産
全
体
を
包

括
す
る
資
本
概
念
と
し
て
、
会
計
上
の
物
的
資
本
概
念
の
成
立
を
一
応
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
貨
幣
資
産
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
考
察
の
対
象
に
す
る
揚
合
に
は
内
基
本

的
に
は
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
ー
と
同
様
な
考
え
方
を
主
張
す
る
者
が
多
い
。
し
か
し
、
貨
幣
資
産
を
負
債
（
他
人
資
本
）
と
の
関
連
で
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
と
き
は
1
多
く
の
者
は
そ
の
よ
う
な
形
で
取
扱
っ
て
い
る
ー
右
の
考
え
方
が
貫
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
、
本
節
の
第

二
の
問
題
で
あ
る
「
他
人
資
本
と
物
的
資
本
概
念
」
の
検
討
に
含
め
て
、
更
に
負
債
と
の
関
連
で
貨
幣
資
産
の
問
題
を
も
考
え
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

　
な
お
、
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
ー
は
、
自
己
資
本
の
み
に
よ
る
企
業
を
前
提
と
し
て
論
じ
、
他
人
資
本
が
含
ま
れ
る
揚
合
の
問
題
に
は
一
切
ふ

　
　
　
（
3
）

れ
て
い
な
い
。

　
　
（
1
）
　
団
『
毛
ぎ
O
①
往
日
8
ぎ
お
名
算
a
5
律
誓
霞
⊆
ぎ
ξ
己
国
二
導
却
切
R
一
5
魅
一
九
二
三
年
、
六
五
頁
。

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
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橋
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四

（
2
）
　
若
干
の
例
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
エ
ッ
カ
ー
ト
は
、
貨
幣
資
産
の
取
扱
に
つ
い
て
、
「
実
体
維
持
で
は
物
財
計
算
が
問
題
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
は
、
貨
幣
の
額
は
そ
の

　
『
実
体
財
産
調
達
能
力
』
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
一
四
頁
）
と
述
べ
、
更
に
「
経
営
の
持
続
的
維
持
の
た
め
に
は
、
実
体
財
産

　
の
更
新
と
同
様
に
、
貨
幣
項
目
の
等
量
給
付
的
維
持
が
重
要
で
あ
る
。
貨
幣
資
産
の
給
付
能
力
が
減
少
す
れ
ば
、
そ
の
実
体
財
産
調
達
能
力
は
小

，
さ
く
な
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
少
な
い
数
量
の
取
替
財
の
た
め
の
支
払
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
な
る
と
、
直
接
に
給
付

　
生
産
過
程
に
加
っ
て
い
る
財
の
取
替
に
つ
い
て
、
財
務
的
前
提
が
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
実
体
の
一
部
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

　
と
に
な
る
」
（
四
三
頁
注
）
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
原
則
的
に
は
、
ゲ
ル
ト
マ
ソ
ハ
ー
と
同
様
な
考
え
方
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
更

　
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
そ
れ
故
、
企
業
の
貨
幣
資
産
と
負
債
と
は
常
に
同
額
に
し
て
お
く
ぺ
き
で
あ
る
（
シ
ュ
、
・
、
ッ
ト
の
価
値
均
衡
の

　
原
則
）
。
そ
の
よ
う
に
で
き
な
い
と
き
は
、
両
者
の
差
額
を
指
数
で
換
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
二
一
頁
）
と
（
国
o
冨
け
国
。
5
益
“
U
8

　
ω
自
げ
ω
鼠
目
①
葺
巴
言
夷
ぎ
含
ω
曾
凶
o
一
一
R
切
卑
ユ
o
げ
P
国
α
5
自
昌
畠
○
覧
＆
o
P
一
九
六
三
年
）
。
た
だ
し
、
他
の
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る

　
見
解
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う
等
量
給
付
的
維
持
（
一
〇
凶
ω
言
韻
の
9
a
く
巴
窪
8
団
3
曽
一
ε
お
）

　
は
実
体
資
本
維
持
の
一
形
態
で
あ
る
。

　
　
リ
ー
ブ
ル
も
ほ
ぼ
同
様
な
こ
と
を
述
ぺ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
貨
幣
資
産
は
経
営
給
付
を
生
み
だ
す
た
め
に
物
的
資
本
（
ω
8
巨
β
口
3
一
）
と

　
同
じ
よ
う
に
必
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
の
等
価
的
維
持
（
σ
p
一
①
凶
。
7
お
益
σ
Q
。
国
旨
巴
言
護
）
が
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
目

　
的
の
た
め
に
は
、
貨
幣
資
産
は
、
成
果
に
対
す
る
そ
の
作
用
に
関
し
て
中
和
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
価
格
上
昇
が
あ
っ
て
、
そ
の
経

　
営
の
原
価
財
の
指
数
が
一
二
五
に
上
っ
た
揚
合
に
は
、
流
動
資
金
は
そ
れ
に
応
じ
た
増
額
を
1
成
果
か
ら
ー
う
け
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

　
り
、
他
の
事
情
が
等
も
い
限
り
、
支
払
取
引
の
摩
擦
な
い
経
過
が
再
ぴ
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
債
権
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
」
（
四



　
六
頁
）
と
述
べ
た
後
、
　
「
こ
れ
に
対
し
て
負
債
は
、
そ
れ
が
名
目
額
で
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
成
果
に
対
す
る
作
用
が
現
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

価
格
上
昇
時
に
は
利
益
と
し
て
、
ま
た
価
格
下
落
時
に
は
損
失
と
し
て
現
わ
れ
る
」
（
四
六
頁
）
。
「
貨
幣
資
産
項
目
は
貨
幣
価
値
の
変
動
に
応
じ

　
て
、
よ
り
少
な
い
、
ま
た
は
よ
り
多
く
の
物
財
量
を
代
表
す
る
。
他
人
資
本
は
、
貨
幣
価
値
下
落
時
に
は
よ
り
少
な
い
財
を
、
ま
た
逆
の
揚
合
に

　
は
よ
り
多
く
の
財
を
拘
束
す
る
。
こ
の
よ
う
な
作
用
は
、
た
と
え
時
価
の
使
用
（
費
用
計
算
に
お
け
る
ー
森
田
注
）
が
う
ま
く
行
な
わ
れ
た
と

　
し
て
も
、
実
体
の
維
持
を
危
う
く
す
る
。
こ
の
作
用
を
排
除
す
る
に
は
、
貨
幣
資
産
と
負
債
を
、
そ
の
金
額
お
よ
び
満
期
日
に
つ
い
て
同
じ
に
し

　
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
弘
」
（
一
一
二
頁
）
と
い
う
（
い
ご
①
9
前
掲
書
）
。

（
3
）
　
O
①
匡
ヨ
8
げ
8
前
掲
書
、
六
五
頁
。

◎
　
他
人
資
本
と
物
的
資
本
概
念

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
は
、
物
的
資
本
概
念
は
資
産
全
体
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
総
資
本
に
関
す
る
概
念
と
し

て
考
え
て
き
た
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
同
時
に
企
業
の
資
本
が
す
ぺ
て
自
己
資
本
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
場
合
を
前
提
と
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
次
に
、
他
人
資
本
が
含
ま
れ
て
い
る
揚
合
に
、
実
体
資
本
維
持
説
で
は
ど
の
よ
う
な
資
本
概
念
を
と
る
の
か
、
物
的
資
本
概
念

は
、
他
人
資
本
を
含
む
総
筑
本
に
適
用
さ
れ
る
資
本
概
念
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
自
己
資
本
の
み
に
適
用
さ
れ
る
の
か
、
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
人
資
本
は
、
こ
れ
ま
で
の
法
律
制
度
の
も
と
で
は
物
価
変
動
に
関
係
な
く
期
日
に
名
目
額
で
返
済
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
点
で
、
自
己
資
本
と
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
実
体
資
本
維
持
説
に
お
い
て
他
人
資
本
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
明
確
な
見
解
を
示
し
て
い
る
の
は
、
シ
ュ
、
、
、
ッ
ト

と
ハ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
、
こ
の
問
題
を
貨
幣
資
産
と
の
関
連
で
と
り
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
考
え
方
を
と
り
入
れ
て
い
る
見
解

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
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一
六

　
　
　
　
（
1
）

も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
前
節
の
貨
幣
資
産
の
問
題
と
の
つ
な
が
り
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
を
と
り
あ
げ
、

更
に
ハ
ッ
ク
ス
等
の
見
解
を
も
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
人
資
本
間
題
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
シ
ュ
．
ミ
ッ
ト
の
見
解
〕

　
負
債
と
貨
幣
資
産
の
間
題
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
は
、
大
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。
貨
幣
価
値
が
変
動
し
て
も
、
貨
幣
資
産

と
負
債
は
常
に
名
目
額
の
ま
ま
固
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
負
債
に
よ
っ
て
調
達
し
た
資
金
で
物
的
資
産
を
購
入
し
て
い
る
揚
合
、

貨
幣
価
値
が
上
昇
し
て
物
価
が
下
落
す
る
と
、
当
該
物
財
の
費
用
化
を
通
じ
て
留
保
さ
れ
る
資
金
（
費
用
は
取
替
原
価
で
評
価
さ
れ
る
の

で
、
財
の
購
入
原
価
と
は
無
関
係
）
は
負
債
の
弁
済
に
は
足
り
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
貨
幣
価
値
の
上
昇
の
結
果
、
負
債
に
つ
い
て
損
失

（
貨
幣
価
値
損
失
O
①
一
9
お
匪
話
昔
邑
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。
か
か
る
揚
合
、
保
有
し
て
い
る
貨
幣
資
産
に
関
し
て
は
、
そ
の
購
買

力
が
上
昇
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
逆
に
利
益
（
貨
幣
価
値
利
益
O
。
5
ミ
R
粛
。
三
目
）
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
貨
幣
価
値
が
下
落
す
る

揚
合
は
、
こ
れ
と
は
全
く
反
対
の
形
で
利
益
・
損
失
が
生
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
と
し
て
は
、
貨
幣
価
値
上
昇
時
に
は
貨
幣
資
産
を

多
く
保
有
し
貨
幣
価
値
下
落
時
に
は
負
債
を
多
く
す
る
こ
と
が
有
利
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
貨
幣
価
値
変
動
に
関
す
る
予

測
は
確
実
に
は
行
な
い
え
な
い
か
ら
、
貨
幣
資
産
に
関
し
て
生
ず
る
損
益
と
負
債
に
関
し
て
生
ず
る
損
益
が
常
に
相
殺
さ
れ
る
よ
う
に
、

貨
幣
資
産
の
額
と
負
債
の
額
と
を
常
に
等
し
く
し
て
お
く
こ
と
が
、
企
業
の
安
全
の
た
め
に
望
ま
し
い
。
こ
れ
は
、
物
的
資
産
は
す
べ
て

自
己
資
本
に
よ
っ
て
調
達
し
、
貨
幣
資
産
は
他
人
資
本
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
財
務
政
策
上
の
原
則
を
、
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ミ
ッ
ト
は
「
価
値
均
衡
の
原
則
」
（
汐
5
N
σ
α
R
≦
R
琶
鉱
。
げ
箒
δ
と
呼
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
貨
幣
資
産
と
負
債
と
が
こ
の
よ
う



な
状
態
に
あ
る
と
き
は
、
両
者
に
関
す
る
損
益
が
相
殺
さ
れ
る
の
で
、
損
益
計
算
上
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
関
し
て
、
実
体
資
本
維
持
説
に

特
有
な
操
作
（
計
算
）
を
行
な
わ
な
い
で
よ
い
が
、
両
者
の
金
額
が
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
に
つ
い
て
貨
幣
価
値
変
動
の
結

果
生
じ
た
損
益
を
損
益
計
算
に
お
い
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
貨
幣
価
値
が
下
落
し
て
い
る
揚
合
に
、
取
引
活
動
に
必

要
な
貨
幣
資
産
が
負
債
額
以
上
に
保
有
さ
れ
て
い
る
揚
合
に
は
、
そ
の
超
過
部
分
に
関
す
る
貨
幣
価
値
損
失
を
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
。
逆
に
負
債
額
の
方
が
多
い
揚
合
に
は
、
そ
の
超
過
額
に
つ
い
て
貨
幣
価
値
利
益
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
が
シ
ュ
ミ
ソ
ト
の
考
え
方
で
あ
る
。
彼
自
身
の
論
述
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
計
算
上
の
細
か
い
事
柄
に
関
し
て
は
不
明
確
な
点

も
多
い
が
、
貨
幣
資
産
お
よ
び
負
債
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
、
こ
れ
で
十
分
に
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
、

こ
の
考
え
方
を
前
掲
の
例
に
適
用
し
、
そ
の
資
本
概
念
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

　
次
に
示
し
た
例
は
、
前
掲
耶
⑦
（
一
一
一
頁
）
に
加
え
て
、
期
首
・
期
末
と
も
、
ω
運
転
資
金
と
同
額
の
負
債
（
借
入
金
）
が
あ
っ
た

揚
合
（
鷲
、
耶
⑩
）
、
蟹
債
が
運
転
資
金
よ
り
少
な
い
揚
合
（
欝
）
、
冒
債
が
哀
揚
合
（
闇
）
、
お
よ
菖
運
転
資
金
ゼ
・

で
負
債
が
あ
る
揚
合
（
耶
⑬
、
耶
⑭
）
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
考
え
方
を
適
用
し
て
期
間
利
益
の
計
算
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
場
合
も
、
期
首
期
末
の
間
に
一
般
物
価
指
数
の
二
〇
％
上
昇
が
あ
っ
た
も
の
と
仮
定
し
て
い
る
。

　
ま
ず
ω
の
揚
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
い
う
「
価
値
均
衡
の
原
則
」
が
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
物
的
資
本
概
念
は
自
己
資
本
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
て
お
り
、
他
人
資
本
に
関
し
て
は
名
目
貨
幣
資
本
概
念
が
適
用
さ
れ
て
い

る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
期
首
に
存
在
し
た
物
的
資
本
と
し
て
の
自
己
資
本
ー
a
材
料
一
〇
個
・
A
製
品
一
〇
個
・

X
機
械
新
口
叩
一
台
1
と
、
名
目
貨
幣
資
本
と
し
て
の
他
人
資
本
－
現
金
一
二
五
1
が
、
期
末
貸
借
対
照
表
耶
⑩
に
お
け
る
期
間
利

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七



（イ）の揚合

B／s⑨ （期首）

　現金

a材料
A製品
X機械
　現金

　　　　　　　125

10コ＠15　　　150

10コ＠30　　　300

1台（1年経過）500

　　　　　　　100

1，175

減価償却引当金

借入金

資本金
　
　
　
／

100

125

950

BIS⑩ （期末）

1，175

現金

a材料
A製晶
X機械
　現金

割．
10コ＠21　　　210

10コ＠38　　　380

1台（2年経過）500

　　　　　　　240

現金 140

1，595

減価償却引当金

橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究

2・・ 14

金入借 125

資本金

資本修正額

950

180

種／純期当 140b

1，595

1）期首運転資金に関する貨幣価殖損失と，負債に関する貨幣価値利益か一致するのて・

　B／S③の純利益と一致する

（・）の揚合

B／s⑪ （期末）

　現金

a材料
A製品
X機械
　現金

　現金

　　　　　　　1401〕

10コ＠21　　　210

10コ＠38　　　380

1台（2年経過）500

　　　　　　　240

　　　　　　　125

1，595

減価償却引当金

借入金

資本金

資本修正額

純利益

／

200

　50
17025

195

1252》

1，595

八

　　　　　　　1201）50＋（125－50）×繭＝140

2）B／S③の純利益と比較すると，自己資本により賄われていた期首運転資金75（＝125－

5・）の貨幣価値下落撒・5（一75×畿）だけ少なくなっている・



（ハ）の揚合

B／S⑫ （期末）

実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

　現金

a材料
A製品
X機械
　現金

　現金

1
）

　　　　　　　1501）

10コ＠21　　　．210

10コ＠38　　　380

1台（2年経過）500

　　　　　　　240

　　　　　　　115

1，595

　　120
125×一＝150
　　100

減価償却引当金

資本金

資本修正額

純利益

　　　／

200

1，075

205

1152）

1y595

2）運転資金の金額に関する貨幣雌損失25（一・25×畿）だけ，B／S③の純利益より少な

　くなっているo

（二）の場合

BIS⑬ （期首）

a材料
A製品
X機械
　現金

10コ＠15　　　150

10コ＠30　　　300

1台（1年経過）500

　　　　　　　100

1，050

減価償却引当金

借入金

資本金

　　　／

100

300

650

1，050

B／s⑭ （期末）

a材料　　10コ＠21　　　210

A製品　　10コ＠38　　　380

X機械　　1台（2年経過）500

　現金　　　　　　　　　240

　現金　　　　　　　　　　140

　資本修正額1）　　　　　　60

1，530

’　減価償却引当金

　　借入金

　　資本金

　　資本修正額

　　純利益

　　　　　／

200

300

650

180

200

17530

九
　　1）貸方の資本修正額からマイナスさるべき項目であるが，BIS③との比較により他人

　　　資本の貨幣価値利益を明示するために別項目として示した。

（注）B！s⑩，Bls⑭，Bls⑫，B／s⑭は，B／s③と同じ資産評価基準によっ

　　　ている．
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二
一
〇

益
判
定
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
他
人
資
本
を
マ
イ
ナ
ス
の
貨
幣
資
産
と
み
て
、
ま
ず

そ
れ
を
貨
幣
資
産
と
相
殺
し
、
し
か
る
の
ち
に
、
し
た
が
っ
て
自
己
資
本
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、
資
本
維
持
・
資
本
概
念
1
こ
の
揚

合
は
明
ら
か
に
実
体
資
本
維
持
・
物
的
資
本
概
念
で
あ
る
ー
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
シ
ュ
ミ

ッ
ト
説
に
お
け
る
他
人
資
本
の
問
題
は
、
そ
の
額
が
貨
幣
資
産
を
超
え
て
い
な
い
限
り
、
専
ら
貨
幣
資
産
と
自
己
資
本
の
問
題
に
吸
収
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
④
の
揚
合
に
は
貨
幣
資
産
自
体
も
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
、
＠
以
下
の
場
合
に
つ
い
て
こ
の
問
題

を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
＠
の
揚
合
に
お
い
も
、
他
人
資
本
に
つ
い
て
は
名
目
貨
幣
資
本
概
念
が
適
用
さ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

も
、
他
人
資
本
五
〇
は
マ
イ
ナ
ス
の
貨
幣
資
産
と
し
て
、
運
転
資
金
た
る
現
金
と
相
殺
さ
れ
て
他
人
資
本
の
問
題
は
消
滅
し
、
期
首
の
運

転
資
金
の
う
ち
の
七
五
の
貨
幣
資
産
と
自
己
資
本
の
間
題
と
し
て
、
こ
れ
を
取
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
、
こ
の
七
五
の
貨
幣
資
産
を

含
む
自
己
資
本
は
、
こ
の
例
に
お
い
て
（
し
た
が
っ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
）
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。

　
期
末
貸
借
対
照
表
耶
⑪
に
お
い
て
、
利
益
判
定
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
自
己
資
本
は
、
期
首
に
存
在
し
て
い
た
物
的
資
産
l
a
材
料

一
〇
個
・
A
製
品
一
〇
個
・
X
機
械
新
品
一
台
　
　
と
、
現
金
九
〇
で
あ
る
。
現
金
九
〇
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
期
首
に
自
己
資
本
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
1
自
己
資
本
の
具
現
形
態
　
　
と
み
な
さ
れ
る
現
金
七
五
（
一
二
五
マ
イ
ナ
ス
五
〇
）
と
同
一
の
一
般
購
買
力

を
有
す
る
期
末
貨
幣
資
産
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
損
益
計
算
に
お
い
て
、
負
債
を
超
過
す
る
貨
幣
資
産
に
関
し
一
般
物
価
指

数
を
適
用
し
て
貨
幣
価
値
損
益
を
計
上
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
資
本
概
念
ー
こ
の
揚
合
、
自



己
資
本
の
み
ー
は
、
物
的
資
本
概
念
と
購
買
力
資
本
概
念
の
混
合
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
貨
幣
資
産
を
一
般
購
買
力

と
み
る
こ
と
の
必
然
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
的
の
揚
合
に
お
い
て
最
も
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
例
の
如
く
、
他
人
資
本
の
額
が
貨
幣
資
産
の
額
に
等
し
い
か
、
ま
た
は
そ
れ
よ
り
少
な
い
揚
合
に
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
計
算
に

お
け
る
資
本
概
念
を
何
と
か
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
他
人
資
本
に
つ
い
て
は
名
目
貨
幣
資
本
概
念
、
自
己
資
本
に
つ
い

て
は
物
的
資
本
概
念
あ
る
い
は
物
的
資
本
概
念
と
購
買
力
資
本
概
念
の
混
合
概
念
と
し
て
。
し
か
し
、
他
人
資
本
の
額
が
貨
幣
資
産
額
を

超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
資
本
概
念
は
更
に
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
。
国
の
揚
合
が
そ
の
極
端
な
例
で
あ
る
。

蓄
は
、
他
人
資
本
（
借
入
金
）
三
〇
〇
が
含
義
て
い
る
点
浮
轟
①
（
運
転
資
金
と
し
て
の
貨
讐
肇
・
）
と
異
馨
．
こ

の
例
に
お
い
て
、
他
人
資
本
が
ぜ
・
で
あ
れ
ば
、
卵
③
に
示
す
通
り
純
利
益
は
一
四
〇
で
あ
る
が
、
他
人
資
本
が
含
ま
れ
て
い
る
と
、
シ

ュ
、
、
、
ッ
ト
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
他
人
資
本
に
関
す
る
貨
幣
価
値
利
益
が
こ
れ
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
六
〇
（
三
〇
〇
の
二

〇
％
）
で
あ
り
、
そ
の
結
果
純
利
益
は
二
〇
〇
に
な
る
（
耶
⑭
）
。
こ
の
揚
合
、
他
人
資
本
お
よ
び
自
己
資
本
は
ど
の
よ
う
な
性
格
に
な
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
理
③
と
の
比
較
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
他
人
資
本
に
関
し
て
六
〇
の
貨
幣
価
値
利
益
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
は
、
他
人
資
本
に
つ
い
て

物
的
資
本
概
念
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
で
は
名
目
貨
幣
資
本
概
念
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な

い
。
他
人
資
本
が
具
現
さ
れ
て
い
る
と
み
る
物
的
資
産
（
一
般
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
企
業
の
保

有
す
る
物
的
資
産
一
般
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
の
価
絡
変
動
割
合
が
、
一
般
物
価
の
変
動
割
合
と
一
致
す
る
揚
合
に
は
、
結
果
的
に
、
名

目
貨
幣
資
本
と
し
て
の
他
人
資
本
と
、
物
的
資
本
と
し
て
の
自
己
資
本
が
期
間
利
益
判
定
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
然
ら

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
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一
二
二

ざ
る
揚
合
は
、
か
か
る
説
明
は
妥
当
し
な
い
。
耶
⑬
に
お
い
て
、
か
り
に
物
的
資
本
と
し
て
の
自
己
資
本
が
、
a
材
料
一
〇
個
と
X
機
械

新
品
一
台
か
ら
な
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
期
末
の
耶
⑭
に
お
い
て
は
、
か
か
る
自
己
資
本
の
ほ
か
に
三
〇
〇
と
い
う
名
目
貨
幣
資
本
（
他
人

資
本
）
で
は
な
く
、
三
二
〇
と
い
う
貨
幣
額
が
利
益
判
定
基
準
に
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
他
人
資
本
が
具
現
さ

れ
て
い
る
と
み
な
し
た
A
製
品
の
増
価
額
八
O
と
他
人
資
本
の
貨
幣
価
値
変
動
に
よ
る
利
益
六
〇
と
の
差
額
二
〇
が
、
他
人
資
本
の
名
目

貨
幣
額
に
加
え
ら
れ
て
利
益
判
定
基
準
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
名
目
貨
幣
資
本
概
念
の
下
で
は
利
益
と
み
ら
れ
る
ぺ
き
八

○
（
貸
方
の
資
本
修
正
額
に
含
ま
れ
て
い
る
）
の
う
ち
、
他
人
資
本
に
つ
い
て
計
上
さ
れ
た
貨
幣
価
値
利
益
六
〇
（
借
方
の
資
本
修
正

額
）
だ
け
が
利
益
に
含
め
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
差
額
の
二
〇
は
貸
方
の
資
本
修
正
額
に
残
留
し
て
い
る
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
右
の
⑭
の
例
か
ら
、
他
人
資
本
が
貨
幣
資
産
の
額
を
超
え
て
い
る
揚
合
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
資
本
概
念
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
資
本
に
つ
い
て
物
的
資
本
概
念
の
適
用
を
前
提
と
す
れ
ば
、
他
人
資
本
は
、
名
目
貨
幣
資
本
概
念
と
は

一
致
し
な
い
。
企
業
の
物
的
資
産
全
体
の
価
格
上
昇
割
合
が
一
般
物
価
指
数
の
上
昇
割
合
よ
り
大
な
る
と
き
は
、
他
人
資
本
は
そ
の
名
目

貨
幣
額
以
上
の
資
産
を
拘
束
す
る
。
逆
に
、
前
者
が
後
者
よ
り
小
な
る
と
き
は
、
他
人
資
本
は
そ
の
名
目
貨
幣
額
よ
り
少
な
い
資
産
を
拘

束
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
両
者
が
一
致
す
る
揚
合
の
み
、
他
人
資
本
は
そ
の
名
目
貨
幣
額
と
同
一
の
資
産
を
拘
束
す
る
こ
と
に
な
る
。
物
的

資
産
の
価
格
が
下
落
し
、
貨
幣
の
一
般
購
買
力
が
上
昇
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
双
方
が
上
昇
ま
た
は
下
落
す
る
揚
合
に
、
他
人
資
本
が

ど
れ
だ
け
の
資
産
を
拘
束
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
汝
述
べ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
他
人
資
本
に
つ
い
て
名
目
貨

幣
資
本
概
念
の
適
用
を
前
提
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
ー
他
人
資
本
を
マ
イ
ナ
ス
の
貨
幣
資
産
と
み
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
が
ー
、
当



該
企
業
の
物
財
価
格
の
変
動
割
合
と
一
般
物
価
の
変
動
割
合
が
一
致
す
る
揚
合
を
除
き
、
自
己
資
本
に
つ
い
て
物
的
資
本
概
念
が
適
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
点
も
、
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
考
え
方
は
、
以
上
の
検
討
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
、
貨
幣
資
産
を
他
人
資
本
に
よ
っ
て
賄
う
と
い
う

財
務
政
策
を
前
提
と
し
て
、
他
人
資
本
に
つ
い
て
は
名
目
貨
幣
資
本
概
念
を
、
ま
た
自
己
資
本
に
つ
い
て
は
物
的
資
本
概
念
を
予
定
し
て

い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
他
人
資
本
を
マ
イ
ナ
ス
の
貨
幣
資
産
と
み
る
こ
と
に
よ
り
両
者
を
計
算
か
ら
除
外
し
、

自
己
資
本
に
つ
い
て
の
み
の
物
的
資
本
概
念
・
実
体
資
本
維
持
を
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
彼
が
提
唱
す
る
計
算

で
は
、
ω
他
人
資
本
と
貨
幣
資
産
が
一
致
す
る
場
合
、
図
貨
幣
資
産
が
他
人
資
本
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
一
般
物
価
の
変
動
割
合
が
、

企
業
が
調
達
す
る
物
財
・
用
役
の
価
格
変
動
の
割
合
と
一
致
す
る
揚
合
、
㈲
他
人
資
本
が
貨
幣
資
産
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
一
般
物
価

の
変
動
割
合
が
、
他
人
資
本
の
超
過
分
が
具
現
さ
れ
て
い
る
物
的
資
産
の
価
格
変
動
割
合
（
特
定
の
物
的
資
産
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
物
的
資
産
全
体
の
価
格
変
動
割
合
）
と
一
致
す
る
揚
合
に
の
み
、
か
か
る
資
本
概
念
に
基
づ
く
期
間
利
益
が
計
算
さ
れ
る
に
す
ぎ

ず
、
そ
の
よ
う
な
前
提
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
一
般
の
揚
合
に
は
、
更
に
他
の
計
算
方
法
を
適
用
し
な
け
れ
ば
そ
れ
を
計
算
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
以
上
の
検
討
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
計
算
方
法
を
明
示
し
た
見
解
を
知
ら
な
い
が
、
一
般
物
価
の
変
動
割

合
と
当
該
企
業
の
物
財
の
価
格
変
動
割
合
の
差
を
然
る
べ
く
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
り
出
し
う
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
だ

が
、
問
題
は
む
し
ろ
、
実
体
資
本
維
持
を
自
己
資
本
の
実
体
維
持
と
み
る
考
え
方
、
す
な
わ
ち
、
物
的
資
本
概
念
を
自
己
資
本
に
限
定
し
、

他
人
資
本
に
つ
い
て
は
名
目
貨
幣
資
本
概
念
を
と
る
二
元
的
資
本
概
念
自
体
の
妥
当
性
い
か
ん
に
あ
る
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
手
が
か

り
と
し
て
、
他
人
資
本
に
つ
い
て
の
も
う
一
つ
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
ハ
ッ
ク
ス
の
見
解
を
次
に
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
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（
1
）
　
一
一
四
頁
注
（
2
）
を
参
照
。

、（

）
　
価
値
均
衡
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
卑
一
言
o
o
9
ヨ
こ
“
U
ざ
目
σ
q
目
ぎ
訂
目
品
o
署
震
亭
一
す
昌
卸

　
一
三
八
頁
参
照
。

（
3
）
　
o
o
9
巨
象
層
前
掲
書
、
二
二
七
～
二
二
八
頁
、
二
四
五
頁
。

一
二
四

翰
一
〇
旨
区
O
P
一
九
五
一
年
版
、
＝
二
一
～

〔
ハ
ッ
ク
ス
の
見
解
〕

　
ハ
ッ
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
設
問
す
る
。
他
人
資
本
は
常
に
名
目
額
で
固
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
調
達
し
た
財

の
価
格
が
著
し
く
上
昇
し
て
も
、
そ
の
返
済
は
名
目
額
で
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
揚
合
、
他
人
資
本
で
購
入
し
た
財
の
価
格
上
昇
部
分
を
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

益
と
せ
ず
に
実
体
維
持
積
立
金
（
o
o
ロ
訂
＄
目
o
跨
巴
言
お
胃
欝
ざ
品
①
）
に
計
上
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
ろ
う
か
と
。
そ
し
て
、
こ
れ
に

匁
・
え
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
「
こ
こ
に
実
体
計
算
（
ω
信
げ
ω
替
冒
お
9
旨
お
）
と
貨
幣
資
本
計
算
（
O
。
巨
β
営
芭
お
3
昌
夷
）
の
適
用
領
域
に
関
す
る
根
本
的
な
相
違

が
現
わ
れ
て
い
る
。
実
体
計
算
は
数
量
計
算
（
冒
。
夷
。
鳶
8
ぎ
琶
α
q
）
で
あ
り
、
常
に
貸
借
対
照
表
の
借
方
の
み
を
狙
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
こ
こ
で
は
更
に
物
的
資
産
（
留
9
〈
R
日
8
自
）
の
み
を
狙
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
貨
幣
資
本
計
算
に
と
っ
て
は
、
貸
借
対
照

表
の
貸
方
だ
け
が
基
準
と
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
貸
方
は
投
下
さ
れ
た
貨
幣
資
本
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、
い
か
な
る
源
泉
か
ら
資
本
が
調
達
さ
れ
て
い
る
か
は
、
実
体
計
算
に
と
っ
て
は
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
実
体
計
算
に

と
っ
て
は
、
企
業
が
自
己
資
本
の
み
で
賄
わ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
他
人
資
本
の
比
重
が
大
き
い
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
で
も
よ

、



卜

い
こ
差
の
で
麓
・
」
「
紀
蕊
の
考
警
と
っ
て
重
要
登
と
は
、
実
体
計
算
お
よ
び
そ
の
方
法
論
は
、
原
則
と
し
て
資
本
調
達
の

方
法
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
体
計
算
は
、
常
に
貸
借
対
照
表
の
借
方
の
み
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
も
レ

量
的
に
把
握
で
き
る
物
的
資
産
の
み
を
間
題
に
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
。

　
こ
の
説
明
に
お
い
て
、
実
体
資
本
維
持
計
算
が
「
物
的
資
産
」
「
数
量
的
に
把
握
で
き
る
物
的
資
産
」
の
み
を
問
題
に
す
る
と
い
う
点

は
、
貨
幣
資
産
と
の
関
連
で
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
差
当
り
考
慮
の
外
に
お
く
。
そ
う
す
る
と
、
ハ
ッ
ク
ス
の
見

期首B！S④

1，000　自己資本　200

　　　他人資本　800

　B／s⑪　　　期末

商品

自己資本　200

実体維持　100
積立金

他人資本　800

17100商品

　
こ
こ
で
、
貨
幣
資
産
に
関
す
る
ハ
ッ
ク
ス
の
考
え
方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
L

い
し
、
ま
た
、
先
の
引
用
で
は
、

だ
が
、
こ
の
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
く
て
は
前
述
の
如
く

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

解
は
、
要
す
る
に
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
は
貸
借
対
照
表
の
借
方
ー
資
産
ー
に
よ
っ
て

規
制
さ
れ
る
物
的
概
念
で
あ
る
か
ら
、
自
己
資
本
・
他
人
資
本
の
区
別
は
問
題
に
な
ら
な
い
、
つ
ま
り

総
資
本
概
念
と
し
て
の
み
成
立
し
う
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
彼
は
、
．
）
れ
を
次
の
よ
う
な
例
で

説
明
し
て
い
る
。

　
上
記
卵
④
の
如
く
、
期
首
に
は
金
額
一
〇
〇
〇
の
商
品
の
み
存
在
し
、
自
己
資
本
が
二
〇
〇
、
他
人

資
本
が
八
O
O
で
あ
っ
た
と
す
る
。
期
中
の
取
引
の
結
果
、
期
末
に
も
期
首
と
同
じ
数
量
の
商
品
だ
け

が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
他
人
資
本
の
額
も
変
ら
ず
、
た
だ
期
末
に
あ
る
商
品
の
購
入
原
価
は
一
〇
％
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昇
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
揚
合
に
は
利
益
は
ぜ
・
で
あ
り
、
期
末
貸
借
対
照
表
は
珊
⑭
の
如
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
。
右
の
例
示
で
は
、
貨
幣
資
産
は
含
ま
れ
て
い
な

貨
幣
資
産
は
実
体
資
本
維
持
計
算
か
ら
除
か
れ
る
よ
う
で
も
あ
り
、
こ
の
点
、
極
め
て
不
明
確
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ハ
ッ
ク
ス
が
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
と
し
て
物
的
資
本
概
念
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
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4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

の
総
資
本
概
念
を
考
え
て
い
る
、
と
も
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
貨
幣
資
産
に
関
し
て
ハ
ッ
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
金
銭
資
産
に
つ
い
て
も
、
実
体
維
持
の
問
題
は
生
ず
る
。
確
か
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
レ

れ
は
、
物
的
資
産
の
揚
合
と
比
ぺ
て
著
し
く
複
雑
な
形
で
で
は
あ
る
が
。
」
と
。
こ
れ
は
、
実
体
資
本
維
持
計
算
の
基
本
的
性
格
を
説
明

し
た
先
の
引
用
と
矛
盾
す
る
が
、
．
一
こ
か
ら
は
、
彼
が
貨
幣
資
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
ー
と
同
様
な
考
え

方
を
と
っ
て
い
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
に
加
え
て
、
「
金
銭
資
産
に
関
し
て
、
棚
卸
資
産
や
固
定
資
産
に
お
け
る
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

に
な
ら
っ
て
実
体
計
算
を
行
な
う
．
｝
と
は
実
際
上
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
方
法
を
作
り
出
す
試
み
も
な
さ

　
　
　
　
ハ
き
レ

れ
て
い
な
い
」
と
か
、
「
貨
幣
資
産
に
つ
い
て
は
実
体
計
算
が
不
可
能
な
の
で
、
こ
の
揚
合
、
特
定
の
資
本
調
達
方
法
を
と
る
こ
と
で
（
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
0
）

幣
資
産
と
負
債
の
均
衡
ー
森
田
注
）
損
益
の
相
殺
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
実
践
上
の
問
題
と
し
て
は
と
も
か
く
、

こ
れ
を
も
っ
て
彼
が
、
理
論
上
、
貨
幣
資
産
を
物
的
資
本
概
念
の
枠
外
に
お
い
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
貨
幣
資
産
に
つ
い

て
の
ハ
ッ
ク
ス
の
基
本
的
考
え
方
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
場
合
、
貨
幣
資
産
を
も
含
め
た
、
そ
し
て
他
人
資
本
・
自
己
資

本
の
両
者
を
包
含
し
た
総
資
本
概
念
と
し
て
の
物
的
資
本
概
念
が
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
し
貨
幣
資
産
を
実
体
計
算
の
適
用
範
囲
か
ら
除
く
と
す
れ
ば
、
ハ
ッ
ク
ス
の
揚
合
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
は
異
な

る
内
容
の
二
元
的
資
本
概
念
が
前
提
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
物
的
資
本
概
念
と
名
目
貨
幣
資
本
概
念
の
両
者
が
混
合
さ
れ
た

総
資
本
概
念
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
ハ
ソ
ク
ス
は
純
粋
な
実
体
資
本
維
持
説
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
名
目
貨
幣
資
本
維
持
の
計
算
と
実
体
資

本
維
持
の
計
算
を
結
合
し
た
資
本
実
体
緒
合
計
算
（
ぎ
ヨ
玄
巳
。
旨
。
民
署
ぎ
7
ロ
区
o
o
＝
房
酔
含
9
8
0
言
お
）
を
提
唱
す
臥
測
、
そ
こ
で
は



B／s⑮ （期末）

実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

　現金

a材料
A製晶
（x舞

　現金

　　　　　1801）
10コ＠21　　　210

10コ＠38　　　380

1台（2年経過）500

　　　　　240
　　　　　85

1，595

1）B／S⑧と同じ基準で計算

減価償却引当金

借入金

資本金

資本修正額

純利益

　　／

200

125

950

235

85

B／s⑯

1，595

（期末）

BIS⑮に同じ 減価償却引当金

借入金

資本金

資本修正額

純利益

200

　50

1ρ25
235

　85

17595

BIS⑰ （期末）

a材料
A製品
（x舞

　現金

10コ＠21　　　210

10コ＠38　　　380

1台（2年経過）500

　　　　　240
　　　　　140

，1，470

減価償却引当金

借入金

資本金

資本修正額

純利益

200

300

650

180

140

1ン470

二
つ
の
計
算
は
対
等
な
形
で
結
ぴ

つ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
う
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
名
目

貨
幣
資
本
計
算
を
基
本
的
な
計
算

と
し
、
実
践
的
に
可
能
な
範
囲
内

で
実
体
資
本
維
持
の
計
算
を
と
り

入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
に
す
ぎ
な

（
1
2
）い
。
彼
自
身
明
言
し
て
い
る
よ
う

に
、
「
貨
幣
資
本
計
算
と
な
ら
ん

で
完
全
に
独
立
し
た
実
体
計
算
の

体
系
を
作
る
こ
と
」
は
考
え
て
い

　
（
1
3
）

な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

彼
の
考
え
る
実
体
計
算
は
常
に
実

践
的
に
可
能
な
範
囲
内
で
の
も
の

で
あ
り
、
貨
幣
資
産
を
実
体
計
算

の
適
用
範
囲
外
と
し
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
一
二
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
耳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八

考
え
方
も
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
出
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
の
理
論
上
の
形

と
し
て
は
、
ハ
ッ
ク
ス
は
、
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
i
的
な
貨
幣
資
産
の
解
釈
を
前
提
と
し
た
総
資
本
概
念
と
し
て
の
物
的
資
本
概
念
を
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

い
る
と
解
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
資
本
概
念
に
基
づ
い
て
、
前
掲
設
例
（
一
一
八
頁
～
一
一
九
頁
）
の
期
末
貸
借
対
照
表
耶
⑩
、
耶
⑪
、
耶
⑭
を
修
正
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
藻
⑮
、
鷲
、
鷲
の
よ
良
馨
．
な
お
、
耶
⑫
を
修
モ
奮
の
藁
⑧
と
一
致
す
る
．

　
　
（
1
）
　
ハ
ッ
ク
ス
の
説
は
、
純
粋
な
実
体
資
本
維
持
説
で
は
な
い
。
彼
は
基
本
的
に
は
名
目
資
本
概
念
を
と
り
、
そ
れ
に
実
体
維
持
の
考
え
方
を
結

　
　
　
合
さ
せ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
実
体
資
本
維
持
説
に
お
い
て
資
本
修
正
額
と
考
え
ら
れ
る
項
目
を
、
彼
は
一
種
の
留
保
利
益
ー
未
実
現
利
益

　
　
　
と
し
て
性
格
づ
け
て
い
る
ー
と
み
る
。
こ
こ
か
ら
実
体
維
持
積
立
金
と
い
う
名
称
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
積
立
金
は
利
益
処
分
の
過
程

　
　
　
で
設
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
費
用
の
時
価
評
価
を
通
じ
て
損
益
計
算
の
過
程
で
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
項
目
が
貸
借
対
照
表
の
借
方

　
　
　
項
目
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
点
を
除
け
ぱ
、
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
資
本
修
正
項
目
と
同
様
に
解
し
て
差
支
え
な
い
。

　
　
　
　
な
お
、
こ
の
点
を
含
め
て
ハ
ソ
ク
ス
説
に
つ
い
て
は
、
森
田
稿
、
カ
ー
ル
・
ハ
ッ
ク
ス
著
『
経
営
実
体
維
持
論
』
、
ピ
ジ
ネ
ス
．
レ
ピ
ュ
ー
、

　
　
　
五
巻
三
号
、
一
一
九
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
（
2
）
　
H
拾
二
頃
粟
》
U
す
ぎ
募
＄
旨
。
『
げ
巴
ε
お
匹
臼
ω
卑
ユ
3
9
一
a
ぎ
仁
＆
○
覧
呂
。
P
　
一
九
五
七
年
、
二
六
六
頁
。

　
　
（
3
）
　
ハ
ッ
ク
ス
は
、
実
体
維
持
（
貿
げ
ω
鼠
壽
。
旨
巴
ε
お
）
の
立
場
か
ら
す
る
損
益
計
算
を
実
体
計
算
と
よ
ぶ
。
し
か
し
て
、
彼
は
、
実
体
維
持

　
　
　
は
ワ
ル
プ
の
い
う
実
体
資
本
維
持
（
ヨ
p
8
言
ま
囚
巷
一
岱
一
〇
旨
筥
ε
お
）
と
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
実
体
計
算
は
、
本
稿
に
い
う
実

　
　
　
体
資
本
維
持
説
と
し
て
の
損
益
計
算
と
同
義
に
解
し
て
よ
い
（
罫
国
顎
い
前
掲
書
、
一
四
頁
参
照
）
。

　
　
（
4
）
　
貨
幣
資
本
計
算
と
は
、
貨
幣
資
本
維
持
の
立
揚
か
ら
す
る
損
益
計
算
で
あ
り
、
ハ
ッ
ク
ス
の
揚
合
は
、
特
に
名
目
貨
幣
資
本
概
念
に
も
と
づ



く
損
益
計
算
を
意
味
し
て
い
る

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
－
o
）

（
n
）

国
・

一
｛
，

国
。

国
．

民
。

一
｛
’

｝
｛
・

（
1
2
）
（
1
3
）

（
1
4
）

国
帥
ぎ
前
掲
書
、

田
貰
｝
前
掲
書
、

｝
討
ヌ
前
掲
書
、

田
p
〆
前
掲
書
、

国
翼
｝
前
掲
書
、

＝
9
き
前
｛
掲
書
、

田
賀
｝
前
掲
書
、

錦
頃
㊤
♂
前
掲
書
、 　

　
（
唇
コ
貰
一
前
掲
書
、

一
工
ハ
六
頁
。

二
六
七
頁
。

二
六
六
頁
。

二
六
三
頁
。

二
六
五
頁
。

二
六
五
～
二
六
六
頁
。

二
〇
～
四
二
頁
。

　
　
五
一
頁
。

二
〇
頁
参
照
）
。

　
　
．
｝
の
よ
う
な
資
本
概
念
を
考
え
る
者
の
例
と
し
て
、
シ
ー
プ
（
ω
ユ
咀
洋
帥
ω
。
ご
3
）
と
エ
ッ
カ
ー
ト
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
シ
ー
プ
は
次
の
よ
う
茜
述
ぺ
て
い
る
。
「
物
的
尺
度
を
首
尾
一
貫
し
て
適
用
す
る
な
ら
ぱ
、
以
前
に
比
ぺ
て
よ
り
多
く
の
、
ま
た
は
よ
り
少
な

い
貨
幣
資
産
（
O
。
缶
巨
ヰ
。
一
）
を
経
営
の
従
来
の
資
本
に
加
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
他
方
、
法
的
に
固
定
化
さ
れ
た
抽
象
的
資
本
（
こ
こ
で
は

負
債
の
額
f
奮
注
）
は
、
葉
に
償
務
者
（
ω
。
M
、
戸
§
8
と
し
て
の
立
業
ら
羅
持
の
尺
度
で
あ
る
が
、
し
か
し
全
体
経
済
的
実
体
資

本
の
一
部
と
し
て
の
個
別
経
済
（
田
昌
N
。
一
’
ぐ
凶
．
け
の
。
げ
p
3
に
と
っ
て
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
尺
度
で
は
・
全
体
経
済
的
実
体
資
本
は
・

そ
の
存
禦
危
う
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
．
「
抽
象
資
本
の
額
（
貸
借
対
嬰
貸
方
に
示
え
る
資
本
の
額
－
奮
注
）
は
i
・
実
体
資
本
（
ω
喜

犀
p
口
け
帥
一
）
…
・
：
具
体
的
資
本
に
従
っ
て
き
め
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
自
己
資
本
に
つ
い
て
は
金
額
の
変
動
が
生
ず
る
。
し
か
し
他
人
資
本
は
名

目
額
の
ま
ま
固
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
．
一
か
ら
成
果
に
対
す
る
特
別
な
作
用
が
生
ず
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
作
用
は
主
と
し
て
債
務
者
（
o
o
9
色
阜

　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
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一
三
〇

昌
R
）
の
立
揚
か
ら
み
た
も
の
で
あ
り
…
…
。
し
か
し
、
全
体
経
済
の
部
分
と
し
て
の
経
営
に
と
っ
て
は
、
法
的
に
名
目
額
に
固
定
さ
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
具
体
的
資
本
（
の
大
き
さ
ー
森
田
注
）
を
そ
れ
に
応
じ
さ
せ
る
誘
因
と
な
り
う
る
も
の
で
は
な
い
（
生
産

を
継
続
し
て
い
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
ば
し
ぱ
不
可
能
で
あ
る
）
」
（
切
。
ω
〇
三
。
σ
曽
O
『
一
一
昌
岱
。
，
騨
N
頃
。
一
一
。
勺
『
。
げ
一
①
ヨ
。
α
①
賊

訳
8
津
巴
①
詩
巴
ε
品
矯
〔
論
文
集
写
品
魯
α
震
国
竜
津
巴
o
旨
a
ε
一
函
琶
含
コ
づ
帥
ゴ
国
一
Φ
昌
ロ
昌
騨
名
。
罵
。
口
鎮
ヰ
。
ど
　
一
九
四
九
年
、
所
収
〕
二
六

頁
・
二
九
頁
）
。

　
ま
た
、
エ
ッ
カ
ー
ト
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
実
体
的
成
果
計
算
（
の
口
げ
。
。
冨
暮
邑
一
。
卑
宣
鵯
希
9
⇒
目
β
臓
）
に
お
い
て
は
、
実
体
の
一
部
が
他

人
資
本
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
て
も
、
等
量
給
付
的
費
用
計
算
（
再
調
達
価
格
に
基
づ
く
費
用
の
計
算
，
1
森
田
注
）
を
行
な
う
ー
そ
の
結
果

価
格
上
昇
期
に
は
自
己
資
本
の
持
分
割
合
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
ー
と
い
う
考
え
方
の
ほ
う
が
正
し
い
。
：
．
…
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る

と
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
提
唱
し
た
貨
幣
資
産
と
負
債
と
の
『
価
値
均
衡
』
は
、
維
持
手
段
の
一
つ
と
は
み
ら
れ
な
い
．
｝
と
に
な
る
。
」
（
甲
国
。
犀
㊤
吋
鼻
・

前
掲
書
、
四
七
頁
）
。
な
お
、
貨
幣
資
産
に
関
す
る
彼
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
一
一
四
頁
注
（
2
）
を
参
照
。

〔
両
見
解
の
検
討
〕

　
さ
て
、
以
上
考
察
し
た
二
つ
の
見
解
、
す
な
わ
ち
、
他
人
資
本
に
つ
い
て
は
名
目
貨
幣
資
本
概
念
を
適
用
し
、
物
的
資
本
概
念
ー
し

た
が
っ
て
実
体
資
本
維
持
ー
を
自
己
資
本
の
み
に
限
定
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
見
解
と
、
他
人
資
本
を
含
む
総
資
本
概
念
と

し
て
物
的
資
本
概
念
を
考
え
る
ハ
ッ
ク
ス
に
代
表
さ
れ
る
見
解
の
う
ち
、
い
ず
れ
を
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
に
関
す
る
正
当
な
見

解
と
み
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
損
益
計
算
の
基
礎
と
し
て
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
資
本
概
念
も
成
立
し
う
る
が
、

わ
れ
わ
れ
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
実
体
資
本
維
持
説
と
い
う
損
益
計
算
体
系
の
資
本
概
念
で
あ
る
。



　
．
一
の
問
題
を
解
決
す
る
に
当
っ
て
は
、
ま
ず
、
実
体
資
本
維
持
説
な
る
も
の
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
唱
え
ら
れ
る
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
の
説
の
原
点
に
た
ち
戻
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
周
知
の
通
り
、
実
体
資
本
維
持
説
は
、
購
買
力
資
本
維
持
と
共
に
、
第
一
次
大
戦
後
（
一
九
二
〇
年
代
）
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
名
目

貨
幣
資
本
概
念
に
基
づ
く
損
益
計
算
　
　
資
本
概
念
・
利
益
概
念
1
に
対
す
る
批
判
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
物
価

上
昇
期
に
は
、
名
目
貨
幣
資
本
概
念
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
利
益
を
分
配
し
て
し
ま
う
と
、
企
業
の
給
付
能
力
な
い
し
生
産
力
の
維
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
企
業
の
維
持
が
で
き
な
い
、
と
い
う
認
識
が
実
体
資
本
維
持
説
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
期
間
利
益

と
し
て
計
算
さ
れ
た
額
を
分
配
し
て
も
、
期
首
と
同
じ
給
付
能
力
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
な
損
益
計
算
の
体
系
と
し
て
、
実
体
資
本
維
持
説

が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
期
首
に
お
け
る
企
業
の
給
付
能
力
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
、
し
か
も
期
間
利
益
判
定
の
基
準

－
会
計
上
の
資
本
ー
と
な
り
う
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
、
期
首
の
投
下
貨
幣
額
に
代
る
期
首
の
物
的
資
産
量
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
こ
の
損
益
計
算
は
一
定
の
大
き
さ
の
貨
幣
額
と
し
て
規
定
さ
れ
る
伝
統
的
な
名
目
貨
幣
資
本
概
念
に
代
え
て
、
　
一
定
量
の
具

体
的
物
財
（
ま
た
は
物
財
に
相
当
す
る
貨
幣
量
）
で
表
わ
さ
れ
る
物
的
・
数
量
的
な
資
本
概
念
を
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
と
り
入
れ

　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
3
）

た
の
で
あ
る
。
実
体
資
本
維
持
説
の
損
益
計
算
が
、
貨
幣
計
算
で
は
な
く
数
量
計
算
（
竃
窪
囎
目
。
。
ぎ
昌
嚥
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
所
以

も
こ
こ
に
あ
る
。

　
実
体
資
本
維
持
説
は
、
こ
の
よ
う
に
具
体
的
物
財
の
数
量
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
資
本
概
念
を
と
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
物
財
の
数
量
は
、

も
と
も
と
そ
れ
自
体
と
し
て
意
味
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
一
定
の
大
き
さ
の
給
付
能
力
を
具
現
し
た
も
の
と
し
て
解
さ
れ
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ィ
レ

で
あ
る
。
実
体
資
本
維
持
説
は
、
給
付
能
力
維
持
説
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
如
く
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
物

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
一
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＝
二
二

的
資
本
概
念
を
自
己
資
本
に
限
定
す
る
と
す
れ
ば
、
期
首
に
当
該
企
業
が
全
体
と
し
て
有
し
て
い
た
給
付
能
力
の
大
き
さ
で
は
な
し
に
、

そ
の
う
ち
の
自
己
資
本
に
よ
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
給
付
能
力
の
大
き
さ
と
貨
幣
資
本
と
し
て
の
他
人
資
本
の
金
額
が
、
期
間
利
益
判
定

の
基
準
と
な
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
企
業
全
体
と
し
て
期
首
と
同
じ
大
き
さ
の
給
付
能
力
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ア
〕
れ
ふ
、
感
で
の
論
述

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
価
格
上
昇
時
に
は
、
利
益
と
し
て
計
算
さ
れ
た
も
の
の
一
部
分
の
留
保
ま
た
は
新
た
な
る
資
本
調
達
（
増
資

で
あ
れ
借
入
で
あ
れ
）
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
資
本
概
念
も
考
え
う
る
こ
と
は
先
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
か
か
る
資
本
概
念
に
基
づ
く
損
益
計
算
と
し
て
の
実
体
資
本
維
持
説
が
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
を
も
つ
か
、
・
疑
間
で
あ

る
・
シ
ュ
ミ
ソ
ト
自
身
が
期
間
利
益
判
定
の
基
準
と
し
て
主
張
し
て
い
る
企
業
維
持
（
野
｝
邑
ε
品
α
霞
d
暮
臼
ロ
呂
ヨ
目
σ
q
）
、
実
体
維
持

（
望
訂
葺
目
R
げ
巴
9
お
）
、
生
産
力
維
持
（
め
｝
巴
2
品
（
一
R
ギ
0
9
5
貯
ξ
織
一
）
な
ど
の
概
念
も
、
彼
が
提
唱
す
る
具
体
的
計
算
方
法

の
結
果
生
ず
る
よ
う
な
、
自
己
資
本
の
み
に
関
す
る
給
付
能
力
維
持
を
意
味
し
て
い
る
と
も
思
え
な
い
。

　
実
体
資
本
維
持
説
が
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
情
を
考
え
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
む
し
ろ
、
そ
れ
が
自
己
資
本
に
よ
る
か
他
人
資
本

に
よ
る
か
に
関
係
な
く
、
期
首
の
時
点
に
お
け
る
企
業
全
体
と
し
て
の
給
付
能
力
の
大
き
さ
を
期
間
利
益
判
定
の
基
準
と
す
る
損
益
計
算

の
体
系
と
し
て
実
体
資
本
維
持
説
を
解
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
企
業
全
体
と
し
て
の
給
付
能
力
維
持
の
必
要
性
の
認
識
か
ら
出
発
し
て
、

期
間
利
益
と
し
て
計
算
さ
れ
た
金
額
を
た
と
え
す
べ
て
分
配
し
て
も
、
新
た
に
外
部
か
ら
資
本
調
達
を
せ
ず
に
期
首
に
お
け
る
企
業
全
体

と
し
て
の
給
付
能
力
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
損
益
計
算
の
体
系
と
し
て
、
実
体
資
本
維
持
説
が
提
唱
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

こ
の
よ
う
解
す
る
な
ら
ぱ
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
資
本
概
念
は
、
総
資
本
概
念
と
し
て
の
物
的
資
本
概
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
、
）
窪
一
＆
邑
・
巨
“
u
一
島
鑑
ぎ
覧
の
る
3
9
一
甕
く
募
｛
§
昌
霧
『
一
Φ
げ
＝
＆
く
。
一
野
一
『
誓
鼠
菩
。
ご
。
げ
d
＜
四
嘗
。
一
一
q
。
ヨ
悶
『
①
一
・
，
・



　
N
牙
8
拝
一
九
四
七
年
、
七
頁
。
界
田
即
図
一
前
掲
書
、
一
〇
～
一
二
頁
・
二
六
頁
。
い
口
Φ
巨
㌧
前
掲
書
、
一
六
頁
。
＞
一
じ
①
『
一
〇
〇
9
づ
①
区
。
『
・

　
σ
識
雪
岳
畠
o
切
簿
ユ
3
p
国
ω
器
p
　
一
九
五
六
年
、
　
一
五
一
ー
一
五
二
頁
。

（
2
）
　
団
’
≦
巴
す
前
掲
書
、
三
三
二
～
三
三
四
頁
参
照
。

（
3
）
　
H
吟
コ
p
き
前
掲
書
、
　
一
七
五
頁
・
二
六
六
頁
。
　
》
ご
①
匡
闇
前
掲
書
、
二
七
頁
。

（
4
）
　
技
術
進
歩
や
需
要
変
遷
の
激
し
い
今
日
の
経
済
社
会
で
は
、
企
業
に
存
在
す
る
物
財
の
形
態
は
常
に
変
化
す
る
の
で
、
実
体
資
本
維
持
は
給

　
付
能
力
維
持
と
い
う
形
で
考
え
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
を
特
に
給
付
的
実
体
維
持
説
（
一
〇
巨
…
鵯
ヨ
農
霞
。
ω
昌
、
一
騨
昌
．
①
旨
四
一
ε
お
）
と

　
よ
ぴ
、
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
ー
の
如
く
同
一
物
財
の
維
持
を
前
提
と
す
る
説
（
こ
れ
は
再
生
産
的
実
体
維
持
説
『
ε
門
＆
β
犀
貯
o
o
o
一
一
げ
簿
睾
．
Φ
昔
亀
言
お

　
と
よ
ぱ
れ
る
）
と
区
別
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
（
森
田
、
実
体
資
本
維
持
説
の
展
開
、
産
業
経
理
、
　
一
九
六
六
年
四
月
号
参
照
）
。
し
か
し
、
再

　
生
産
的
資
本
維
持
説
と
よ
ば
れ
る
ゲ
ル
ト
マ
ッ
ハ
ー
説
に
お
い
て
も
、
給
付
能
力
な
い
し
生
産
力
の
維
持
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
前
提
と
し
て
物
財

　
の
維
持
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
O
①
一
山
ヨ
8
ぎ
5
前
掲
書
、
五
七
頁
・
六
六
頁
参
照
）
。

（
5
）
　
総
資
本
概
念
と
し
て
の
物
的
資
本
概
念
を
前
提
と
す
る
と
、
価
格
下
落
時
に
は
、
名
目
貨
幣
額
で
返
済
す
ぺ
き
他
人
資
本
の
維
持
が
保
証
さ

　
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
名
目
貨
幣
資
本
維
持
と
実
体
資
本
維
持
の
二
つ
の
計
算
を
結
合
し
て
、
名
目
貨
幣
資
本
と
実
体
資
本
の
両
者
の
維

　
持
が
常
に
可
能
に
な
る
よ
う
な
計
算
（
資
本
・
実
体
結
合
計
算
）
を
ハ
ッ
ク
ス
は
提
唱
し
て
い
る
（
＝
翼
・
前
掲
書
、
二
〇
頁
i
四
二
頁
）
。
エ

　
ッ
カ
ー
ト
（
国
o
一
｛
貿
鐸
陶
前
掲
書
、
　
一
二
頁
ー
一
八
頁
）
、
リ
ー
ブ
ル
（
口
o
耳
前
掲
書
、
六
三
頁
）
も
同
様
な
見
解
を
述
ぺ
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
総
資
本
概
念
と
し
て
の
物
的
資
本
概
念
を
と
る
と
、
価
格
上
昇
期
に
は
、
名
目
貨
幣
額
で
固
定
さ
れ
て
い
る
他
人
資
本
（
債
権
者
）
に

　
比
し
て
、
自
己
資
本
（
出
資
者
）
を
不
当
に
優
遇
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る
（
界
潤
器
詔
。
P
ω
9
巴
、
一
。
吋
【
。
蒔
一
一
コ
仙
閃
、
昌
餌
β
N
の
ぼ
ロ
葬
一
一
『
・

　
≦
算
鴇
訂
釜
貰
ま
昌
σ
Q
誌
、
一
九
五
三
年
、
二
八
九
－
二
九
二
頁
、
但
し
、
国
畠
貰
象
｝
前
掲
書
、
四
六
頁
に
よ
る
）
。
こ
れ
は
、
前
掲
耶
⑩
と

　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三



　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
耳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

欝
の
利
蒙
額
分
配
後
の
状
磐
比
磐
た
揚
A
・
、
恥
⑮
に
お
い
て
は
皇
薬
（
出
薯
持
分
）
架
当
昊
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
皇

と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ハ
ソ
ク
ス
の
明
快
な
反
論
も
あ
る
（
＝
騨
メ
前
掲
書
、
二
六
七
頁
）
。

　
ア
㎞
れ
ら
の
点
は
、
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
資
本
概
念
と
の
関
連
で
検
討
さ
る
べ
き
問
題
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
主
題
は
、
実
体
資
本
維
持

説
の
資
本
概
念
自
体
の
妥
当
性
で
は
な
く
、
そ
れ
が
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
成
立
し
う
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
資
本
概
念
に
基

づ
く
損
益
計
算
が
成
立
し
う
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。

三

物
財
の
変
化
と
物
的
資
本
概
念

　
ー
給
付
的
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
ー

　
前
章
に
お
い
て
は
、
当
該
企
業
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
製
品
、
使
用
さ
れ
る
材
料
・
設
備
等
に
全
く
変
化
が
な
い
揚
合
を
前
提
と
し
て
、

実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
資
本
概
念
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
を
検
討
し
て
来
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
前

提
に
た
つ
限
り
、
総
資
本
概
念
と
し
て
の
物
的
資
本
概
念
と
い
う
形
で
、
そ
れ
が
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
一
応
成
立
し
う
る
こ
と
を

　
　
　
（
1
）

確
認
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
章
に
お
い
て
は
、
前
章
で
の
前
提
を
除
い
た
揚
合
に
も
本
質
的
に
は
変
ら
な
い
資
本
概
念
が
成
立
し
う
る
か
。
ま
た
そ
の

揚
合
に
は
、
具
体
的
な
形
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
ず
る
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
あ
る
資
本
概
念
が
会
計
上
の
資
本
概
念
　
　
期
間
利
益
の
判
定
基
準
た
り
う
る
性
格
を
も
つ
ー
と
な
り
う
る
た
め
に
は
、
そ
の
概
念

に
基
づ
い
て
測
定
さ
れ
た
大
き
さ
の
期
首
資
本
が
、
期
末
に
も
存
在
し
う
る
か
否
か
を
確
か
め
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ

、



ば
、
期
末
に
、
期
首
資
本
を
超
え
て
ど
れ
だ
け
の
利
益
が
存
在
す
る
か
を
決
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
会
計
上
の
資
本
概
念
の
こ
の
よ

う
な
性
格
を
期
首
期
末
資
本
の
比
較
性
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
前
章
で
の
前
提
の
も
と
で
は
、
物
的
資
本
概
念
は
そ
の
よ
う
な
比
較
性
を

有
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
は
、
期
首
と
同
種
の
物
的
資
産
（
ま
た
は
そ
れ
を
購
入
す
る
能
力
を
も
つ
貨
幣
資
産
）
が

期
末
に
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
期
首
に
あ
っ
た
機
械
が
除
却
さ
れ
て
よ
り
能
率
の
よ
い
機
械
が
購
入
さ
れ
た
揚
合
、
あ
る

い
は
、
期
首
に
あ
っ
た
機
械
が
将
来
除
却
さ
れ
た
と
き
は
そ
れ
と
異
な
る
性
能
の
よ
り
よ
い
機
械
を
購
入
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

揚
合
、
あ
る
い
は
ま
た
、
使
用
さ
れ
る
材
料
が
変
っ
た
揚
合
、
更
に
は
生
産
さ
れ
る
製
品
自
体
が
変
っ
た
揚
合
、
物
的
資
本
の
期
首
・
期

末
の
比
較
性
は
単
純
な
形
で
は
考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
揚
合
、
物
的
資
本
概
念
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
内
容
に
お
い
て
理

解
す
れ
ば
、
比
較
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
は
、
二
つ
の
揚
合
に
分
け
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
企
業
の
具
体
的
物
的
資
産
に
変
化
が
あ
っ
て
も
、

生
産
さ
れ
る
製
品
（
給
付
）
に
変
化
が
な
い
場
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
生
産
さ
れ
る
製
品
自
体
が
変
っ
た
場
合
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
こ
で
「
一
応
」
と
い
う
の
は
、
前
章
で
す
ぺ
て
の
間
題
領
域
に
亘
っ
て
論
じ
尽
し
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
無
形
資
産

　
の
間
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
男
o
り
9
ヨ
こ
ゴ
前
掲
書
、
二
三
三
頁
以
下
）
や
ラ
ッ
ド
（
U
』
四
・
い
区
鼻
O
o
早

　
言
ヨ
宕
超
蔓
8
弓
o
箪
ε
8
0
0
巨
江
お
目
含
夢
①
2
三
す
匡
o
ヨ
o
ミ
8
9
冒
5
0
す
　
一
九
六
三
年
、
一
五
一
－
一
五
六
頁
、
不
破
貞
春
・
今

　
福
愛
志
訳
、
D
・
R
・
ラ
ッ
ド
現
代
会
社
会
計
論
、
同
文
館
、
昭
和
四
五
年
、
一
五
七
－
一
六
三
頁
）
の
研
究
も
あ
る
が
、
十
分
な
解
決
が
得
ら

　
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
更
に
ま
た
、
企
業
の
給
付
能
力
と
は
直
接
関
係
の
な
い
よ
う
な
資
産
が
あ
る
揚
合
も
、
そ
れ
を
含
め
た
統
一
的
概
念

　
と
し
て
物
的
資
本
概
念
を
考
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
（
森
田
、
損
益
計
算
と
実
体
計
算
、
神
戸
大
学
会
計
学
研
究
室
編
、
利
潤
会
計
と
計
画

　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

　
　
　
計
算
、
千
倉
書
房
、
昭
和
四
四
年
所
収
を
参
照
）
。

e
　
設
備
資
産
の
変
化
と
物
的
資
本
概
念

　
生
産
さ
れ
る
製
品
に
変
化
が
な
い
場
合
、
物
的
資
本
を
構
成
す
る
資
産
で
変
り
う
る
の
は
原
則
と
し
て
固
定
資
産
だ
け
で
あ
る
と
考
え

て
よ
い
。
製
品
に
変
化
が
な
け
れ
ば
、
使
用
さ
れ
る
材
料
も
変
ら
な
い
の
が
普
通
で
あ
り
、
逆
に
、
材
料
の
種
類
に
変
化
が
生
ず
れ
ば
、

一
般
に
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
製
品
に
も
変
化
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
製
品
の
生
産
に
お
い
て
も
、

使
用
さ
れ
る
固
定
資
産
は
、
技
術
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
絶
え
ず
変
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
あ
る
期
に
取
替
調
達
さ
れ
た
新
固
定
資
産
が
、
除
却
さ
れ
た
旧
固
定
資
産
と
異
な
る
揚
合
、
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な

異
な
る
固
定
資
産
が
取
得
さ
れ
る
こ
と
が
、
前
期
末
に
は
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
揚
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
揚
合
に
は
、

期
首
の
物
的
資
本
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
固
定
資
産
が
期
末
に
存
在
す
る
か
否
か
を
直
ち
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
期
末
に
は

そ
れ
と
異
な
る
固
定
資
産
が
購
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
例
で
示
そ
う
。

　
耶
⑱
は
、
耶
⑮
（
一
二
七
頁
掲
載
）
か
ら
更
に
二
年
経
過
後
の
期
首
貸
借
対
照
表
で
あ
る
。
こ
の
間
、
価
格
変
動
は
な
く
、
か
つ
、
一
期

間
中
の
取
引
は
、
毎
期
同
じ
（
一
〇
一
一
頁
参
照
）
で
あ
り
、
純
利
益
は
す
べ
て
分
配
レ
た
も
の
と
仮
定
し
て
い
る
。
耶
⑲
は
、
こ
れ
ま
で
使

用
し
て
き
た
X
機
械
を
期
末
に
近
く
除
却
し
て
、
同
じ
X
機
械
（
新
品
）
を
六
〇
〇
で
取
替
調
達
し
た
揚
合
（
こ
の
期
も
従
来
と
同
じ
取

引
が
あ
っ
た
も
の
と
仮
定
す
る
）
の
期
末
貸
借
対
照
表
で
あ
り
、
耶
⑳
は
、
除
却
し
た
X
機
械
に
代
え
て
Y
機
械
を
六
四
五
で
取
替
調
達

し
た
揚
合
で
あ
る
。
耶
⑲
に
存
る
旧
議
械
プ
ラ
窺
金
四
八
○
が
、
耶
⑲
の
新
曼
犠
と
同
じ
大
糞
の
物
的
資
李
あ
る
・
Σ

は
直
ち
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
耶
⑳
で
は
、
そ
の
よ
う
に
簡
単
に
は
期
首
の
物
的
資
本
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



　　　　　　　（期首）

減価償却引当金　　　　400

借入金　　　　　　　　125

資本金　　　　　　　950

資本修正額　　　　　　　275

／
　　　　　　　　　　　1，750

BIS⑱

（期末）

　　　　　　　　125

　　　　　　　950

　　　　　　　　295

　　　　　　　　85

　　　　　　　　180

10コ＠21　　　210

10コ＠38　　　380

1台（4年経過）500

　　　　　　　　480

　現金

a材料
A製品
（x魏

1，750

B！S⑲

借入金

資本金

資本修正額

当期純

1，455

180

210

380

600

85

10コ＠21

10コ＠38

1台（新品）

　現金

a材料

A製品
X機械
　現金

実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

1，455

（期末）

　　　　　　　　125

　　　　　　　950

　　　　　　　　125

　　　　　　　　255

B／s⑳

借入金

資本金

資本修正額

当期純利益

　　　／

1，455

180

210

380

645

40

　
　
　

　
　
品

21

8
新

＠
＠
（

コ
コ
台

0
0
1

1
　

1

　現金

a材料
A製品
Y機械
　現金

1，455

そ
こ
で
、
耶
⑱
に
お
け
る
X
機
械
プ
ラ
ス

現
金
四
八
○
（
X
機
械
新
品
一
台
と
同
一

視
さ
れ
て
い
る
）
が
表
わ
し
て
い
る
大
き

さ
の
物
的
資
本
が
Y
機
械
の
中
に
存
在
す

る
と
認
め
う
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
比
較
は
、
X
機
械
と
Y
機

械
の
給
付
能
力
の
比
較
を
通
じ
て
の
み
行

な
い
う
る
。
給
付
能
力
を
通
じ
て
の
物
的

資
本
の
比
較
は
、
す
で
に
の
ぺ
た
通
り
、

実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
の
基
本
的

思
考
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
X
・
Y
両
機
械
の
給
付
能
力

を
次
の
如
く
仮
定
す
る
。
X
機
械
は
、
A

製
品
を
毎
年
二
〇
個
生
産
す
る
能
力
を
有

し
、
耐
用
年
数
は
五
年
で
あ
る
が
、
Y
機

械
は
、
A
製
品
を
毎
年
二
五
個
生
産
す
る

　
　
　
　
　
　
一
三
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八

能
力
を
有
し
、
耐
用
年
数
は
六
年
で
あ
る
と
す
る
。
両
機
械
の
期
間
的
給
付
能
力
（
評
ユ
a
窪
ζ
饗
葺
簿
）
を
比
較
す
る
と
、
二
〇
対

二
五
で
二
五
％
の
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
除
却
さ
れ
る
ま
で
に
提
供
し
う
る
給
付
量
（
目
o
琶
壼
冒
簿
鋒
）
を
比
較
す

る
と
一
〇
〇
対
一
五
〇
で
五
〇
％
の
増
加
と
な
る
。
し
か
し
て
、
固
定
資
産
に
関
す
る
物
的
資
本
の
大
き
さ
は
総
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

っ
て
測
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
Y
機
械
は
、
期
首
に
X
機
械
（
新
品
と
み
な
し
う
る
）
が
表
現
し
て
い
た
物
的
資
本
よ
り
五
〇
％
大

き
い
物
的
資
本
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
期
首
の
物
的
資
本
を
構
成
し
て
い
た
他
の
要
素
（
運
転
資
金
・
a
材
料
・
A
製
品
）

は
、
全
く
同
じ
大
き
さ
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
Y
機
械
の
う
ち
、
X
機
械
が
表
わ
し
て
い
た
物
的
資
本
の
大
き
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
S

超
え
る
と
見
な
さ
れ
る
部
分
は
、
利
益
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
貨
幣
相
当
額
と
し
て
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
理
⑳
に

お
け
る
純
利
益
と
資
本
修
正
額
は
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

　
α
　
Y
機
械
の
購
入
価
楕
の
う
ち
X
機
械
と
同
じ
総
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
に
相
当
す
る
部
分
…
…
α
ま
×
ー
”
a
o
（
X
機
械
と
同
じ
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頴
O

　
付
能
力
を
四
三
〇
で
購
入
し
た
と
考
え
る
）

＠
響
圏
高
美
§
の
物
的
資
本
の
期
爺
⑳
髪
け
る
金
額
三
・
・
。
志
。
＋
い
・
・
。
ま
宜
§

　
の
　
期
末
卵
⑳
に
お
け
る
資
本
修
正
額
…
…
ζ
。
o
ー
〔
旨
匁
蘇
＞
貯
）
＋
0
8
（
蹄
貸
蹄
）
〕
”
一
舘

　
⑭
　
当
期
純
利
益
…
…
ド
＆
又
盗
暑
煽
煕
謬
益
）
1
一
恥
o
o
（
ロ
3
冷
藍
）
”
舘
軌
ま
た
は
一
羊
頴
ー
口
舘
（
馨
＞
節
）
＋
0
8
（
矯
誉
蹄
）
＋
一
獣

　
（
蹄
葺
醸
臣
藍
）
〕
”
卜
o
累

　
X
機
械
が
使
用
さ
れ
て
い
る
間
に
、
将
来
、
Y
機
械
に
よ
り
取
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
揚
合
も
、
同
様
な
考
え
方
を
適

用
で
き
る
．
闇
に
奪
て
、
三
年
毯
x
機
械
に
代
え
て
Y
機
禦
茜
五
叢
替
蓬
裏
豊
と
萌
ら
か
で
あ
荏
、
皆
は



（期末）
BIS⑳

200

125

950

167

153

減価償却引当金

借入金

資本金

資本修正額

当期純利益

　　　／

1，595

　　　　　　　180

10コ＠21　　　210

10コ＠38　　　380

1台（2年経過）500

　　　　　　　172

　　　　　　　153

卵
⑳
の
如
く
変
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
年
後
に
取
替
調
達
さ
れ
る
Y
機
械
の
価
格
と
給
付
能
力
に
基

づ
い
て
、
当
期
末
に
新
品
の
X
機
械
の
給
付
能
力
に
相
当
す
る
も
の
を
算
定
す
る
と
、
二
年
間
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

し
た
X
機
械
プ
ラ
ス
現
金
一
七
二
と
な
る
。
こ
の
現
金
の
額
は
＆
o
×
司
“
ド
認
　
と
し
て
計
算
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

た
も
の
で
あ
り
、
除
却
さ
れ
る
ま
で
の
あ
と
三
年
間
に
更
に
現
金
二
五
八
　
（
＆
O
×
列
阿
N
鵠
）
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

留
保
さ
れ
て
、
除
却
時
に
は
合
計
四
三
〇
の
現
金
が
存
在
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
鷲
、
耶
⑳
の
い
ず
れ
の
揚
合
も
、
算
定
さ
れ
た
利
益
の
留
保
ま
た
は
外
部
資
本
の
追
加

導
入
を
前
提
と
し
な
い
と
Y
機
械
を
購
入
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
Y
機
械
が
X
機
械
よ
り
も
給
付
能

力
が
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
絶
対
的
実
体
資
本
維
持
説
の
必
然
の
結
果
で
あ
る
。

　現金

a材料
A製品
（x欝

　現金

17595

実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

（
1
）
　
民
・
国
騨
き
前
掲
書
、
二
三
八
頁
。

（
2
）
　
物
的
資
本
の
大
き
さ
と
し
て
Y
機
械
と
X
機
械
を
比
較
す
る
揚
合
、
娼
o
ユ
＆
9
匿
智
、
客
鋒
を
比

　
較
し
た
の
で
は
不
適
当
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
唱
臼
δ
留
⇒
犀
麟
℃
欝
詳
簿
の
比
較
で
は
、
例
え
ば
、
毎

　
年
二
〇
個
の
製
品
生
産
能
力
を
有
す
る
耐
用
年
数
五
年
の
機
械
と
、
同
じ
年
間
生
産
能
力
で
耐
用
年
数

　
一
年
の
機
械
と
が
、
同
じ
物
的
資
本
の
大
き
さ
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
．
一
れ
に

　
対
し
て
、
目
o
富
涛
も
欝
搾
鋒
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
合
理
は
な
く
な
る
が
、
こ
れ
と
て
も

　
物
的
資
本
の
大
き
さ
を
測
定
す
る
基
準
と
し
て
無
条
件
に
適
当
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
例
え
ぱ
、
本

　
例
の
場
合
、
こ
の
企
業
は
Y
機
械
を
使
用
し
て
も
毎
年
二
〇
個
以
上
の
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
九



　
　
　
一
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報
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U
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

　
と
す
れ
ば
、
Y
機
械
の
勺
。
．
一
。
島
。
昌
犀
僻
℃
四
N
一
鼠
梓
の
う
ち
五
個
分
は
こ
の
企
業
に
と
っ
て
不
要
で
あ
り
、
Y
機
械
の
勺
豊
＆
窪
5
℃
器
詫
鋒
が
二

　
〇
個
で
あ
っ
て
も
同
じ
ア
一
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
は
、
物
的
資
本
と
し
て
の
大
き
さ
の
比
較
に
あ
た
っ
て
は
・

　
Y
機
械
は
X
機
械
に
比
し
て
耐
用
年
数
が
一
年
長
い
と
い
う
点
（
す
な
わ
ち
X
機
械
に
比
し
て
二
〇
％
増
加
）
の
み
を
考
慮
す
る
の
が
合
理
的
で

　
あ
る
。

　
　
本
例
の
如
く
、
五
〇
％
の
増
加
と
し
て
計
算
さ
れ
る
日
9
巴
す
旨
昌
鋒
を
基
準
に
す
る
揚
合
に
は
、
こ
の
企
業
が
Y
機
械
の
℃
o
ユ
＆
雪
－

　
犀
麟
℃
四
、
津
騨
を
X
機
械
と
同
程
度
の
操
業
度
で
使
用
し
、
生
産
を
拡
大
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ
の
揚
合
に
は
、
必
然

　
的
に
他
の
資
産
保
有
量
も
増
大
せ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
増
資
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
点
を
特
に
問
題
に
せ
ず
、
単
純
に
目
9
巴
匿
麗
昌
鼠
什
を
基
準
に
し
て
物
的
資
本
の
大
き
さ
を
比
較
し
て
い
る
。

　
　
　
　

（
3
）
珊
⑮
の
資
本
修
正
額
と
の
相
違
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

　
　
曽
O
－
N
O
O
”
8
…
…
望
ω
⑧
3
漆
卦
瞭
H
益
3
ゆ
焼
図
軽
露
δ
渥
び
叫
除
慧

　　

？
（
§
×
ゆ
）
－
N
・
・
－
－
難
建
塁
琴
畠
裟
φ

　
　
O
呂
1
（
8
十
〇
〇
〇
）
ロ
一
ひ
N
…
…
迎
ω
②
3
蹄
耕
繍
困
欝

　
　
　
　

　
ま
た
、
理
⑳
の
資
本
修
正
額
は
次
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。

　
　
曼
の
⑱
e
ぎ
忌
煽
研
螺
自
鐘
　
　
　
　
ω
、
ω
⑧
δ
竺
斗
が
書
蓼
漆
耕
o
澄
呼
烈
自
慧

　
　
／
　
　
1
～

　
　
（
一
〇
。
O
＋
N
一
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⇔
　
給
付
（
製
品
）
の
変
化
と
物
的
資
本
概
念



（期末）

　　　　　　　125

　　　　　　　950

　　　　　　　　？・

　　　　　　　　？

BIS⑳
借入金

資本金

資本修正額

当期純利益

1，600

300

200

400

700

20コ＠10

10コ＠40

1台

現金

b材料
B製品
Z機械

1，600

実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

　
生
産
さ
れ
る
製
品
が
変
ら
な
い
限
り
、
企
業
の
物
的
資
産
（
固
定
資
産
だ
け
と
考
え
ら
れ
る
）
が
変
化
し

て
も
、
給
付
能
力
の
大
き
さ
を
手
が
か
り
に
し
て
、
期
首
・
期
末
比
較
可
能
な
物
的
資
本
概
念
を
な
お
想
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
生
産
さ
れ
る
製
品
の
種
類
が
変
化
し
た
揚
合
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
原
則
的
な
解
答
は
、
す
で
に
右
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
如
く
、
実
体
資
本
維
持
説
は
、
も
と
も
と
企
業
の
給
付
能
力
の
維
持
を
期
間
利
益
判
定
の

基
準
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
給
付
能
力
の
大
き
さ
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
具
体
的
な
物
財
の
数
量
を
考
え
、

こ
こ
か
ら
、
直
接
的
に
は
具
体
的
物
財
の
数
量
に
よ
っ
て
そ
の
大
き
さ
が
表
現
さ
れ
る
物
的
資
本
概
念
を
構

想
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
具
体
的
物
財
の
種
類
に
関
し
て
変
化
が
生
じ
て
も
、
給
付
能
力
の
大
き
さ

を
手
が
か
り
と
し
て
期
首
資
本
と
の
比
較
が
可
能
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
は
、

な
お
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
成
立
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
さ
れ
る
製
品
が
変
り
、
給
付
能
力
の

大
き
さ
を
比
較
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
れ
ば
、
物
的
資
本
概
念
は
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
成
立
し
え

な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
卵
⑱
は
、
こ
の
企
業
が
A
製
品
を
年
間
二
〇
個
生
産
．
販
売
し
続
け
る
能
力
と
、
除
却
さ
れ
る

ま
で
に
一
〇
〇
個
の
A
製
品
を
生
産
し
う
る
能
力
の
機
械
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
期
中
の
取

引
を
こ
れ
ま
で
の
設
例
と
は
全
く
変
え
、
こ
の
企
業
が
B
製
品
を
生
産
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。

そ
し
て
、
期
末
貸
借
対
照
表
が
卵
⑳
の
如
く
で
あ
り
、
こ
の
状
態
が
、
B
製
。
叩
を
年
間
二
〇
個
生
産
．
販
売
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四
一
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し
続
け
る
能
力
と
、
除
却
さ
れ
る
ま
で
に
B
製
品
を
一
〇
〇
個
生
産
し
う
る
能
力
の
機
械
の
保
有
を
表
わ
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
こ
の

よ
う
な
揚
合
に
は
、
期
首
に
お
け
る
物
的
資
本
を
そ
の
具
体
的
な
資
産
の
形
で
期
末
資
産
の
中
に
見
出
す
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
、
期
首

の
給
付
能
力
が
期
末
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
給
付
能
力
と
は
物
的
・
数
量
的
概
念
で
あ
り
、
A
製

晶
の
数
量
で
表
わ
さ
れ
る
給
付
能
力
と
B
製
品
で
表
わ
さ
れ
る
給
付
能
力
と
を
量
的
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
給
付
能
力
の
比
較
が
不
可
能
に
な
れ
ば
、
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
の
物
的
資
本
概
念
は
成
立
し
得
な
く
な
り
、
損

益
計
算
体
系
と
し
て
の
実
体
資
本
維
持
説
の
限
界
を
こ
こ
に
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
だ
が
、
需
要
の
変
遷
や
技
術
進
歩
の
激
し
い
今

日
の
経
済
社
会
を
前
提
と
す
る
と
き
、
こ
れ
は
実
体
資
本
維
持
説
に
と
っ
て
極
め
て
重
大
な
限
界
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
体
、
給
付
（
製

品
）
が
ど
の
程
度
変
っ
た
ら
比
較
性
が
失
な
わ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
揚
合
に
、
実
体
資
本
維
持
説
の
成
立
を
な
お
可
能
な
ら
し
め
る

何
等
か
の
手
段
が
見
出
し
得
な
い
か
を
、
更
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

◎
　
給
付
能
力
の
比
較
可
能
性
と
そ
の
限
界

　
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
の
物
的
資
本
の
大
き
さ
は
、
特
定
の
製
品
（
例
え
ば
A
製
品
）
の
期
間
的
生
産
・
販
売
数
量
で
測
定
さ
れ

る
期
間
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
と
、
固
定
資
産
が
除
却
時
ま
で
に
生
産
可
能
な
総
数
量
で
測
定
さ
れ
る
総
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
両
者
を
考
慮
し

て
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
期
首
期
末
の
物
的
資
本
が
比
較
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
給
付
能
力
の
大
き
さ
が
比
較
可
能

で
あ
る
た
め
に
は
、
生
産
さ
れ
る
製
品
が
、
量
的
に
比
較
可
能
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
生
産
さ
れ
る
製
品
に
変
化
が
な
け
れ
ば
こ

の
比
較
に
問
題
は
な
い
が
、
製
。
叩
が
変
っ
た
揚
合
に
は
、
例
え
ば
、
従
来
の
A
製
品
何
個
と
新
製
品
た
る
B
製
品
何
個
と
が
量
的
に
等
し



い
と
い
う
形
で
比
較
で
き
る
．
一
と
が
必
要
で
あ
る
。
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
給
付
と
い
う
概
念
は
量
的
概
念
で
あ
る
の
で
、
原
則
と

し
て
純
粋
に
量
的
な
比
較
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
極
め
て
厳
密
に
考
え
れ
ば
、
量
的
比
較
は
全
く
同
一
の
製
品
の
間
で
の
み
行
な

い
う
る
も
の
で
あ
り
、
他
種
類
の
製
品
は
勿
論
の
こ
と
、
品
質
の
相
違
が
あ
る
製
品
の
間
で
も
量
的
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
給
付
の
量
的
比
較
可
能
性
を
こ
の
よ
う
に
厳
密
に
考
え
、
製
品
の
種
類
・
品
質
に
変
化
が
生
じ
た
揚
合
に
は
、
こ
れ
を
以
て
直
ち
に
実

体
資
本
維
持
計
算
の
限
界
と
認
め
、
実
体
資
本
維
持
計
算
を
放
棄
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
の
が
ハ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
彼
は
棚
卸
資
産
の

計
算
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
取
得
さ
れ
る
生
産
財
（
こ
こ
で
は
棚
卸
資
産
の
こ
と
ー
森
田
注
）
の
種
類
や
品
質
が
変
化
し
た
揚

合
に
も
使
え
る
実
体
計
算
の
方
法
で
、
広
く
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
正
確
な
も
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
な
い
、
と
い
う
の
が

一
般
的
に
い
っ
て
確
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
企
業
で
は
、
生
産
財
の
種
類
の
変
化
、
い
や
品
質
の
違
い
す
ら
生
じ
た
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ー
）

・
…
そ
れ
ま
で
の
種
類
ま
た
は
品
質
の
生
産
財
に
つ
い
て
蓄
積
さ
れ
た
実
体
維
持
積
立
金
を
取
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
。

固
定
資
産
に
関
し
て
も
、
取
替
調
達
さ
れ
た
固
定
資
産
が
除
却
さ
れ
た
も
の
と
異
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
従
来
と
同
じ
製
品
の
生
産
に
あ

て
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
稿
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
考
え
方
に
従
い
実
体
計
算
が
継
続
で
き
る
が
、
そ
れ
が
異
な
る
製
品
を
生
産
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

揚
合
に
は
、
旧
固
定
資
産
に
関
し
て
蓄
積
さ
れ
た
積
立
金
を
取
崩
す
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
製
品
の
品
質
の
変
化
の
場
合
に
は
特

に
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
棚
卸
資
産
の
揚
合
と
同
様
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
ハ
ッ
ク
ス
の
実
体
維
持
積
立
金
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
如

ぐ
利
益
計
算
上
は
資
本
修
正
額
と
同
じ
実
質
的
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
積
立
金
の
取
崩
は
、
実
体
資
本
維
持
説
の
放
棄
、

そ
し
て
名
目
貨
幣
資
本
維
持
説
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
よ
う
に
製
品
の
品
質
に
変
化
が
生
じ
た
揚
合
に
お
い
て

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
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す
ら
、
本
質
的
に
数
量
計
算
で
あ
る
実
体
資
本
維
持
計
算
の
限
界
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
か
か
る
欠
陥
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヨ
レ

計
算
に
名
目
貨
幣
資
本
計
算
と
同
等
の
地
位
を
与
え
ず
、
あ
く
ま
で
も
後
者
を
以
て
企
業
の
基
本
的
計
算
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

　
だ
が
、
製
品
の
種
類
・
品
質
の
変
化
と
給
付
の
量
的
比
較
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
ほ
か
の
考
え
方
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ロ

厳
密
な
意
味
で
の
量
的
比
較
は
と
も
か
く
、
近
似
的
な
結
果
で
も
得
ら
れ
る
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
製
品
の
種
類
は
同
じ
で
あ
っ
て
品
質
に
変
化
が
生
じ
た
揚
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
揚
合
、
給
付
の
量
的
比
較
が
可
能
で
あ

る
た
め
に
は
、
給
付
の
量
的
増
減
は
、
製
品
数
量
を
一
定
と
し
た
場
合
、
製
品
の
質
的
増
減
に
比
例
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
給
付

の
質
の
増
減
を
量
的
に
表
わ
す
尺
度
が
見
出
し
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
質
的
変
化
が
生
じ
た
揚
合
、
従
来
の
給
付
よ
り
質
的

に
よ
い
と
か
悪
い
と
か
は
言
え
て
も
、
二
〇
％
よ
い
と
か
一
〇
％
悪
い
と
い
う
よ
う
に
測
定
す
る
こ
と
は
一
般
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
質

の
変
化
が
量
的
に
表
現
で
き
る
揚
合
と
し
て
、
例
え
ば
製
品
の
耐
用
期
間
が
二
〇
％
長
く
な
っ
た
（
長
も
ち
す
る
）
こ
と
が
確
認
で
き
る

よ
う
な
揚
合
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
基
準
が
適
用
で
き
る
の
は
、
そ
の
製
口
叩
の
使
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
満
足
感
な

い
し
効
用
が
従
前
の
製
品
と
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
比
較
が
可
能
で
あ
る
か
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
更
に
ま

た
、
給
付
の
大
き
さ
、
給
付
能
力
を
こ
の
よ
う
な
形
で
測
定
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
給
付
の
質
的
変
化
割
合
を
以
て
そ
の
量
的
変
化
割

合
と
同
一
視
す
る
こ
と
自
体
に
も
間
題
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
質
の
変
化
の
程
度
を
直
接
に
量
的
な
基
準
で
測
定
し
表
現
す
る
．
｝
と

は
、
一
般
に
は
不
可
能
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
次
の
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
価
値
的
（
金
額
的
）
尺
度
の
導
入
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
給
付
の
質
の
変
化
を
給
付
の
価

格
（
売
価
）
の
変
化
に
よ
っ
て
測
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
製
品
の
質
が
改
良
さ
れ
て
売
価
が
二
〇
％
上
昇
す
れ
ば
、
改
良
さ
れ



た
製
品
は
量
的
に
従
来
の
製
品
の
二
〇
％
増
と
考
え
る
。
こ
こ
で
も
、
給
付
の
量
的
増
減
は
、
製
品
数
量
を
一
定
と
す
る
揚
合
、
製
品
の

質
的
増
減
に
比
例
す
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
の
で
、
こ
の
前
提
の
可
否
の
問
題
は
残
る
が
、
こ
の
点
を
問
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、

質
の
変
化
割
合
を
価
格
を
手
段
と
し
て
測
定
す
る
こ
と
の
妥
当
性
と
、
価
格
測
定
の
方
法
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
給
付
が
物
的
数
量
的
概
念
で
あ
る
限
り
、
価
値
概
念
を
導
入
し
て
そ
の
量
的
変
動
を
測
定
す
る
こ
と
自
体
、
理
論
的
に
は
認
め
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
価
値
概
念
の
導
入
は
、
実
体
資
本
維
持
説
で
は
他
に
方
法
が
な
い
揚
合
の
、
し
か
も
数
量
計
算
と
し
て
の
こ
の
計
算
の

本
質
を
著
し
く
変
え
な
い
極
く
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
の
代
替
手
段
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

点
を
考
慮
し
つ
つ
、
当
面
の
問
題
で
あ
る
同
種
製
品
の
品
質
変
化
を
給
付
量
の
変
化
に
換
算
す
る
問
題
を
考
え
る
と
、
か
か
る
方
法
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
ロ

つ
の
代
替
手
段
と
し
て
認
め
う
る
余
地
は
あ
る
と
思
う
。
そ
の
揚
合
に
は
、
給
付
の
価
格
測
定
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
新
旧
両
給
付
（
製
品
）
の
価
格
の
差
が
専
ら
品
質
の
違
い
の
み
に
帰
せ
し
め
う
る
よ
う
に
価
格
測
定
が
行
な
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
価
格
は
各
種
の
原
因
に
よ
り
変
動
す
る
の
で
、
他
の
原
因
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
・

原
則
と
し
て
、
新
旧
両
給
付
の
価
格
測
定
は
同
薫
向
条
件
の
も
と
で
行
馨
紮
詫
餐
ら
な
い
』
般
的
に
は
・
両
給
付
の
現

在
時
点
で
の
価
格
が
比
較
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
揚
合
、
旧
給
付
が
現
時
点
で
は
存
在
し
な
い
揚
合
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
よ

う
な
揚
合
に
は
、
価
格
指
数
の
適
用
等
に
よ
る
計
算
も
必
要
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
種
製
品
で
口
㎜
質
の
変
化
が
生
じ
た
程
度
で
あ
れ
ば
、
代
替
的
方
法
を
用
い
て
何
と
か
給
付
能
力
の
大
き
さ
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

較
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
ア
）
れ
に
対
し
て
給
付
（
製
品
）
の
種
類
が
変
っ
た
揚
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
品
質
の
変
化
の
み
で
あ
れ
ば
、
右
に
述
ぺ
た
如
く
、
給

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
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一
四
六

付
量
を
比
較
す
る
厳
密
な
意
味
で
の
尺
度
は
得
ら
れ
な
い
ま
で
も
、
近
似
的
な
結
果
を
得
る
た
め
の
あ
る
程
度
合
理
的
な
方
法
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
製
品
種
類
の
変
化
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
給
付
量
の
比
較
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
価
値
計
算
の
導
入
も
、
ア
）
の
揚
合

に
は
、
単
な
る
品
質
変
化
の
揚
合
の
よ
う
な
妥
当
性
を
す
ら
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
製
口
叩
の
数
量
（
個
数
）

的
比
較
の
基
礎
が
全
く
な
い
二
製
品
の
間
で
は
価
格
比
較
の
基
準
と
な
る
数
量
の
決
定
が
で
き
な
い
の
で
、
ア
一
の
揚
合
に
は
、
金
額
差
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ア
ロ

数
量
差
に
引
き
も
ど
す
こ
と
が
で
き
ず
、
純
然
た
る
価
値
（
金
額
）
計
算
に
転
換
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

給
付
の
種
類
が
変
化
し
た
揚
合
に
は
、
量
的
概
念
と
し
て
の
給
付
能
力
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
物
的
資
本
概
念
を
会
計
上
の
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

概
念
と
す
る
実
体
資
本
維
持
説
は
、
突
き
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
限
界
に
達
す
る
の
で
あ
る
。

　
実
体
資
本
維
持
説
の
期
間
計
算
は
、
一
般
に
、
将
来
の
取
替
原
価
を
計
算
に
含
め
ね
ば
な
ら
な
い
プ
｝
と
が
多
く
、
そ
の
見
積
に
お
い
て

正
確
性
を
欠
く
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
見
積
計
算
を
含
む
こ
と
に
よ
る
不
正
確
性
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
貨
幣
資
本
計
算
に
も

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
将
来
価
格
の
見
積
り
に
起
因
す
る
誤
謬
は
貨
幣
資
本
計
算
に
お
け
る
誤
謬
と
同
様
に
、

将
来
、
こ
の
揚
合
は
現
実
に
取
替
が
行
な
わ
れ
た
時
点
で
、
修
正
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
本
節
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
な

給
付
能
力
の
大
き
さ
に
関
す
る
測
定
は
、
一
た
ん
そ
れ
を
誤
っ
て
行
な
え
ば
、
あ
と
で
そ
の
誤
謬
を
発
見
し
修
正
す
る
手
が
か
り
が
な
い
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
実
体
資
本
維
持
説
に
お
け
る
会
計
上
の
資
本
の
大
き
さ
を
規
制
す
る
給
付
能
力
の
測
定
は
、
将
来
価
格
の
測
定
以

上
に
正
確
性
を
要
求
さ
れ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
実
体
資
本
維
持
説
の
計
算
が
多
く
の
人
々
を
納
得
せ
し
め

る
も
の
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
給
付
の
種
類
や
質
の
変
化
が
生
じ
た
揚
合
に
現
わ
れ
る
給
付
能
力
測
定

上
の
限
界
は
、
実
体
資
本
維
持
説
に
と
っ
て
極
め
て
深
刻
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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（
1
）
　
民
■
コ
臼
き
前
掲
書
、
　
一
七
五
頁
。

（
2
）
　
犀
国
帥
×
｝
前
掲
書
、
二
二
三
頁
。

（
3
）
　
一
｛
・
頃
巽
”
前
掲
書
、
五
一
頁
。

（
4
）
　
本
節
の
以
下
の
考
察
に
関
し
て
は
、
エ
ッ
カ
ー
ト
の
前
掲
書
（
特
に
測
定
の
部
分
∬
五
五
～
五
六
頁
）
に
つ
い
て
同
氏
と
個
人
的
に
話
し
合

　
っ
た
時
の
、
同
氏
の
意
見
も
参
考
に
し
て
い
る
。

（
5
）
　
男
。
嗣
園
。
留
コ
。
。
叶
。
。
F
U
一
。
O
。
昌
帥
β
お
冨
犀
畠
巽
民
o
簿
窪
冨
o
訂
三
p
α
q
冒
身
あ
＃
8
＝
o
H
団
9
認
呂
ρ
竃
0
9
ぎ
戸
一
九
五
〇
年
、
二
七
頁
。

（
6
）
　
ハ
ッ
ク
ス
は
、
種
類
が
同
じ
で
口
叩
質
の
変
化
が
生
じ
た
程
度
で
あ
れ
ば
、
何
等
か
の
価
値
尺
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
給
付
能
力
の
大
き
さ
を

　
比
較
す
る
ア
）
と
が
で
き
る
が
、
「
勿
論
、
そ
の
場
合
に
は
、
数
量
計
算
と
し
て
の
実
体
計
算
の
基
盤
は
、
厳
密
に
い
う
と
す
で
に
放
棄
さ
れ
た
こ

　
と
に
な
る
」
と
述
ぺ
て
、
反
対
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
国
與
｝
前
掲
書
、
　
一
七
五
頁
）
。

（
7
）
　
ア
メ
リ
カ
で
い
う
ド
ル
価
値
法
（
3
＝
霞
－
奉
ε
o
目
o
些
呂
）
の
計
算
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
8
）
　
国
●
国
o
ζ
乱
計
前
掲
書
、
五
六
頁
。

㈲
　
取
替
価
値
会
計
論
に
お
け
る
資
本
概
念

　
．
）
こ
で
、
取
替
価
値
会
計
論
（
菊
名
冨
8
ヨ
。
暮
－
＜
巴
藷
》
8
0
旨
葺
お
）
と
い
わ
れ
る
考
え
方
1
こ
れ
に
つ
い
て
は
不
破
貞
春
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

が
教
授
自
身
の
会
計
論
と
調
和
す
る
考
え
方
と
し
て
評
価
し
紹
介
さ
れ
て
い
る
ー
に
お
い
て
、
給
付
能
力
の
測
定
可
能
性
の
間
題
が
ど

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
取
替
価
値
会
計
の
理
論
を
説
い
て
い
る
・
i
セ
ン
に
よ
る
と
、
こ
の
考
え
方
の
特
徴
は
、
一
定
の
大
き
さ
の
生
産
能
力
（
2
3
簿
芭

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
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一
四
八

冥
9
8
夢
δ
8
彊
。
凶
身
）
な
い
し
資
産
の
経
済
的
実
質
（
①
8
8
邑
。
霊
9
3
9
Φ
亀
①
9
。
げ
帥
。
。
ω
。
爵
）
と
し
て
の
資
本
を
侵
害
す
る
こ
と

な
し
に
消
費
し
う
る
も
の
を
利
益
と
す
る
こ
と
、
お
よ
ぴ
、
生
産
要
素
の
取
替
は
、
従
来
の
も
の
と
技
術
的
に
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

済
的
に
能
率
の
高
い
生
産
を
行
な
い
う
る
よ
り
よ
い
も
の
に
よ
る
取
替
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
ド
イ
ツ
に

お
い
て
・
取
替
調
達
に
あ
た
り
、
そ
の
時
々
の
技
術
的
・
経
済
的
発
展
の
状
態
に
符
合
す
る
よ
う
な
財
が
購
入
さ
れ
る
．
一
と
を
前
提
と
し
、

し
か
も
期
首
と
量
的
に
同
じ
給
付
能
力
を
保
証
す
る
実
体
の
維
持
を
以
て
利
益
判
定
の
基
準
と
考
え
る
と
ア
｝
ろ
の
『
等
量
給
付
的
．
発
展

順
応
的
実
体
維
持
説
』
（
亙
ω
言
お
路
ρ
色
奉
一
。
算
①
琶
（
一
。
暮
惹
畠
ご
お
。
。
区
8
轟
＄
ω
呂
吟
塑
言
。
旨
塑
犀
自
昌
の
）
と
よ
ば
れ
る
も
の
と
全
く

一
致
す
解
し
奈
っ
て
・
取
替
価
値
会
計
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
現
に
使
用
中
の
墨
資
窪
代
え
て
、
奨
、
よ
罷
率
の
高
い

も
の
が
取
替
調
達
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
揚
合
は
、
そ
の
能
率
の
高
い
資
産
の
価
格
が
減
価
償
却
掛
算
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
け

ど
も
、
現
在
使
用
中
の
資
産
の
能
率
（
給
付
能
力
）
に
相
当
す
る
価
格
に
引
き
戻
し
た
額
が
償
却
計
算
の
基
準
に
な
る
。
例
え
ば
、
新
資

産
の
購
入
価
格
が
四
、
八
O
O
ド
ル
で
あ
り
、
現
在
使
用
中
の
も
の
よ
り
能
率
が
五
〇
％
高
け
れ
ば
、
三
、
二
〇
〇
ド
ル
が
償
却
費
計
算

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
そ
セ

の
基
準
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
一
三
六
頁
以
下
で
説
明
し
た
手
続
と
同
じ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
取
替
価
値
会
計
論
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
も
、
給
付
（
製
品
）
の
種
類
．
品
質
に
変
化
が
生
じ
た
と

き
の
給
付
能
力
の
量
的
比
較
可
能
性
が
、
同
様
に
間
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ロ
ー
セ
ン
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

取
替
価
値
会
計
の
適
用
に
当
っ
て
は
、
極
め
て
多
く
の
測
定
上
の
困
難
が
生
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
企
業
の
性
格
が
変
り
、
従
来
と
異
な

る
資
産
を
使
っ
て
新
し
い
製
品
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
揚
合
に
も
そ
う
で
あ
る
。
理
論
（
8
琴
Φ
讐
）
で
は
説
明
で
き
よ
う
が
実
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

上
は
重
大
な
困
難
が
生
ず
る
、
と
。
こ
こ
で
も
結
論
は
同
じ
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
取
替
価
値
会
計
は
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
で
す
で
に
四
十
年
ほ
ど
以
前
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
ヤ

プ
ス
社
で
適
用
さ
れ
て
い
る
方
法
を
紹
介
し
た
論
文
や
資
料
も
あ
る
が
、
右
の
点
が
実
務
上
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
は
明
ら
か

で
な
い
。

　
　
（
1
）
　
不
破
貞
春
、
取
替
価
値
会
計
の
理
論
、
企
業
会
計
、
一
九
七
〇
年
八
月
号
。

　
　
（
2
）
　
い
ψ
男
8
。
P
菊
6
げ
8
ヨ
。
算
－
＜
巴
き
＞
。
8
E
三
一
φ
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
レ
ビ
ュ
ー
誌
、
一
九
六
七
年
一
月
号
、
一
〇
七
頁
。
不

　
　
　
破
貞
春
、
前
掲
論
文
、
二
一
頁
参
照
。

　
　
（
3
）
　
森
田
、
実
体
資
本
維
持
説
の
展
開
、
産
業
経
理
、
一
九
六
六
年
四
月
号
、
五
八
頁
参
照
。

　
　
（
4
）
　
い
9
園
o
¢
。
コ
前
掲
論
文
、
　
一
〇
九
頁
（
表
2
・
注
1
2
）
・
一
一
一
頁
（
表
5
）
。
た
だ
し
、
・
ー
セ
ン
の
示
す
例
で
は
、
新
旧
資
産
の

　
　
　
℃
R
一
＆
窪
冨
℃
冒
ヰ
暮
と
目
0
9
詩
な
露
詳
弾
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
だ
け
の
大
き
さ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
詳
し
い
前
提
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

　
　
　
「
五
〇
％
の
増
加
」
が
同
0
9
野
も
舘
詳
簿
の
増
加
で
あ
る
か
否
か
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
（
5
）
　
い
■
u
o
■
男
霧
o
コ
前
掲
論
文
、
　
一
一
二
頁
。

　
　
（
6
）
　
＞
。
冒
薯
”
野
ψ
冒
畠
世
ヵ
招
5
8
ヨ
o
耳
く
巴
目
＞
0
8
信
糞
ぎ
α
q
リ
ア
カ
ウ
ン
タ
ン
ト
誌
、
　
一
九
六
三
年
九
月
七
日
号
、
二
八
○
頁
。

　
　
（
7
）
　
＞
■
O
o
庫
α
涛
o
辞
》
昌
》
℃
且
ぎ
暮
δ
昌
o
臣
菊
o
口
p
8
ヨ
o
暮
〈
巴
口
①
円
7
Φ
9
ざ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ブ
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ン
シ
ー
誌
、
　
一
九
六
〇

　
　
　
年
七
月
号
、
三
七
頁
以
下
。
ω
5
ゆ
9
昏
Φ
＞
g
2
耳
一
夷
園
。
器
鷲
9
U
ン
，
鉱
g
島
9
0
＞
8
℃
7
男
薯
o
『
該
お
爵
①
コ
塁
8
芭
国
崩
g
峠
。
。

　
　
　
9
℃
ユ
8
－
■
o
く
9
0
冨
お
窃
『
｝
0
8
一
三
昌
嶺
園
o
器
巽
号
ω
ε
山
冤
乞
9
9
2
9
＜
く
R
F
　
一
九
六
三
年
、
　
一
八
三
－
一
九
三
頁
。

実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

一
四
九
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四
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
の
特
異
性

　
前
章
で
は
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
で
あ
る
物
的
資
本
概
念
が
、
給
付
の
種
類
・
品
質
の
変
化
に
伴
な
い
給
付
の
量
的
比
較
可

能
性
が
得
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
事
実
上
成
立
し
な
く
な
り
、
こ
こ
に
損
益
計
算
体
系
と
し
て
の
実

体
資
本
維
持
説
の
限
界
を
み
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
他
方
、
給
付
能
力
維
持
の
形
で
考
え
ら
れ
る
実
体
資
本
維
持
説
は
、

こ
の
よ
う
な
限
界
と
は
別
に
、
そ
の
資
本
概
念
に
関
し
て
も
う
一
つ
の
重
要
な
間
題
点
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
実
体
資
本
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

持
説
の
計
算
に
対
し
て
な
さ
れ
た
エ
γ
ド
レ
ス
の
次
の
よ
う
な
批
判
か
ら
派
生
し
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
体
資
本
維
持
説

は
、
期
首
と
同
じ
数
量
的
給
付
能
力
の
維
持
を
以
て
、
期
間
利
益
判
定
の
基
準
と
し
て
い
る
。
そ
の
揚
合
、
一
定
の
大
き
さ
の
給
付
能
力

は
、
常
に
一
定
数
量
の
物
的
資
産
と
運
転
資
金
（
そ
の
額
は
企
業
が
調
達
す
る
財
・
用
役
の
価
格
変
動
に
伴
い
変
る
1
本
稿
二
の
⇔
お
よ
ぴ
後
述

参
照
）
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
の
物
的
資
本
概
念
を
構
成
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
前
提
は
、
常
に
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
提
出
し
て
、
か
か
る
前
提
が
成
立
し
な
い
揚
合
を
具
体
的
な

設
例
で
示
し
、
従
来
、
実
体
資
本
維
持
説
と
い
わ
れ
る
損
益
計
算
上
の
利
益
が
、
必
ず
し
も
常
に
給
付
能
力
維
持
に
支
障
な
く
分
配
で
き

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
、
若
干
の
点
を
除
け
ば
確
か
に
正
当
な
も
の
で
あ
り
、
実
体
資
本
維

持
説
が
給
付
能
力
維
持
を
利
益
判
定
の
基
準
と
し
て
と
り
続
け
る
限
り
、
当
然
こ
の
批
判
を
う
け
い
れ
た
資
本
概
念
を
形
成
せ
ざ
る
を
得

な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
資
本
概
念
は
、
他
の
会
計
上
の
資
本
概
念
－
貨
幣
資
本
概
念
お

よ
び
同
種
同
量
の
物
財
の
形
で
考
え
ら
れ
る
物
的
資
本
概
念
－
と
比
べ
て
、
著
し
く
異
な
る
性
格
を
帯
ぴ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。



こ
こ
か
ら
、
給
付
能
力
維
持
を
指
向
す
る
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
が
、
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
妥
当
な
り
や
否
や
の
、
も
う

一
つ
の
重
要
な
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
そ
こ
で
、
以
下
、
エ
ン
ド
レ
ス
の
批
判
の
要
点
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
給
付
能
力
維
持
を
指
向
す
る
資
本
概
念
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
、
ま
ず
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　
　
（
1
）
　
≦
。
国
一
一
身
＄
U
R
R
巴
巴
言
ロ
ロ
α
自
R
窪
。
り
の
畠
ゆ
ヰ
訂
話
O
①
≦
ぎ
昌
α
韓
閃
馨
ユ
o
げ
o
一
国
含
昌
口
昌
q
O
覧
器
o
コ
　
一
九
六
七
年
。

　
　
（
2
）
　
エ
ン
ド
レ
ス
説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
森
田
、
財
務
論
的
実
体
資
本
維
持
説
、
　
一
橋
論
叢
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
号
を
参
照
。

O
　
エ
ン
ド
レ
ス
に
よ
る
物
的
資
本
概
念
の
明
確
化

　
企
業
の
内
外
に
何
の
変
動
も
な
い
完
全
に
静
的
な
状
態
を
前
提
と
す
れ
ぱ
、
一
定
額
の
名
目
貨
幣
資
本
は
常
に
同
じ
数
量
的
大
き
さ
の

給
付
能
力
を
保
証
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
乙
ろ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
動
が
生
ず
る
と
、
一
定
の
数
量
的
給
付
能
力
を
維
持
す

る
に
必
要
な
名
目
貨
幣
資
本
の
額
は
増
加
ま
た
は
減
少
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
体
資
本
維
持
説
の
会
計
上
の
資
本
は
、
こ
の
よ
う
に
増

加
ま
た
は
減
少
し
た
名
目
貨
幣
資
本
と
一
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
エ
ン
ド
レ
ス
は
、
一
定
の
数
量
的

給
付
能
力
を
維
持
し
て
い
く
上
に
必
要
な
名
目
貨
幣
資
本
額
の
増
減
を
も
た
ら
す
変
動
要
因
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
れ
ら
の
変
動
に
よ
り
、
拘
束
さ
れ
る
名
目
資
本
額
は
ど
の
よ
う
に
変
る
か
、
を
検
討
す
る
。

　
一
定
の
給
付
能
力
維
持
に
必
要
な
名
目
資
本
額
の
増
減
を
も
た
ら
す
変
動
要
因
と
し
て
エ
ン
ド
レ
ス
が
と
り
あ
げ
る
の
は
、
価
格
変
動

と
生
産
性
変
動
と
資
産
の
回
転
期
間
の
変
動
で
あ
る
。
そ
し
て
、
価
格
変
動
を
費
用
要
素
の
価
格
変
動
と
、
製
品
の
販
売
価
格
の
変
動
に

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
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一
五
二

分
け
て
考
察
す
る
。

　
G
り
　
費
用
要
素
の
価
格
変
動
と
名
目
資
本
額
の
増
減

　
外
部
か
ら
購
入
す
る
財
や
用
役
の
価
格
が
変
動
す
る
と
、
一
定
の
給
付
能
力
維
持
の
た
め
に
企
業
が
保
有
す
る
殆
ど
す
べ
て
の
資
産
の

名
目
金
額
が
変
動
し
、
し
た
が
っ
て
拘
束
さ
れ
る
名
目
資
本
額
も
変
動
す
る
。

　
ま
ず
、
材
料
の
購
入
価
格
が
上
昇
す
る
と
、
一
定
数
量
の
在
庫
材
料
の
金
額
が
増
加
す
る
と
共
に
、
一
定
数
量
の
保
有
生
産
物
（
仕

掛
品
・
製
品
）
の
金
額
も
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
材
料
費
の
増
加
額
だ
け
増
加
す
る
。
更
に
、
材
料
購
入
の
た
の
前
払
金
が
営
業
上
必
要

で
あ
れ
ば
、
こ
の
金
額
も
増
加
す
る
。
売
掛
金
中
の
材
料
費
回
収
部
分
に
相
当
す
る
金
額
も
同
様
に
増
加
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
材
料
価

絡
が
上
昇
す
る
と
前
払
金
、
材
料
、
生
産
物
、
売
掛
金
（
次
の
＠
を
参
照
）
の
金
額
が
増
加
し
、
こ
れ
ら
に
拘
束
ざ
れ
る
名
目
貨
幣
資
本
額

が
増
加
す
る
。
材
料
価
格
が
下
落
し
た
揚
合
は
、
逆
の
現
象
が
生
ず
る
。

　
賃
率
が
上
昇
す
る
と
、
一
定
数
量
の
保
有
生
産
物
の
価
額
が
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
労
務
費
の
増
加
額
だ
け
増
加
し
、
ま
た
売
掛
金
中
の

労
務
費
回
収
部
分
に
相
当
す
る
金
額
も
増
加
す
る
。
償
却
資
産
の
価
格
が
上
昇
す
る
と
、
当
該
資
産
自
体
の
金
額
が
増
加
す
る
と
共
に
、

そ
の
償
却
費
が
製
造
原
価
を
構
成
す
る
と
き
は
保
有
生
産
物
の
価
額
も
減
価
償
却
費
の
増
加
額
だ
け
増
加
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
賃
率
の

上
昇
や
償
却
資
産
の
価
格
上
昇
も
、
生
産
物
、
償
却
資
産
、
売
掛
金
（
次
の
＠
を
参
照
）
の
金
額
を
増
加
さ
せ
、
こ
れ
ら
に
拘
束
さ
れ
る
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

目
貨
幣
資
本
額
を
増
加
さ
せ
る
。
賃
率
・
償
却
資
産
の
価
絡
の
下
落
の
揚
合
は
逆
の
現
象
が
生
ず
る
。

　
＠
　
製
品
の
販
売
価
格
の
変
動
と
名
目
資
本
額
の
増
減

　
売
掛
金
の
総
額
は
、
一
定
の
給
付
能
力
を
前
提
と
す
る
と
、
製
品
の
販
売
価
格
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
。
売
価
が
上
昇
す
れ
ば
、
売
掛



金
の
総
額
は
増
大
し
そ
れ
だ
け
多
額
の
名
目
資
本
を
拘
束
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
揚
合
、
売
掛
金
の
額
は
、
費
用
の
回
収
部
分
に
相
当

す
る
額
と
、
そ
れ
を
超
え
る
部
分
す
な
わ
ち
利
益
に
相
当
す
る
額
よ
り
成
る
が
、
製
品
の
販
売
価
格
が
変
ら
な
け
れ
ば
、
費
用
要
素
の
価

格
が
上
昇
し
て
前
者
の
額
が
増
大
し
て
も
、
後
者
の
額
が
減
少
す
る
の
で
、
売
掛
金
と
し
て
名
目
資
本
を
拘
束
す
る
総
額
は
変
ら
な
い
。

こ
れ
と
は
反
対
に
、
費
用
要
素
の
価
格
が
不
変
で
あ
っ
て
も
、
製
品
の
販
売
価
格
が
上
昇
し
て
売
掛
金
中
の
利
益
に
相
当
す
る
額
が
増
加

す
れ
ば
、
売
掛
金
と
し
て
拘
束
さ
れ
る
名
目
資
本
額
は
増
加
す
る
の
で
あ
る
。

　
困
　
生
産
性
の
変
動
と
名
目
資
本
額
の
増
減

　
生
産
性
の
変
動
と
は
、
一
定
量
の
給
付
の
生
産
に
必
要
な
費
用
要
素
の
量
（
材
料
の
数
量
、
作
業
時
間
な
ど
）
が
変
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
製
品
の
生
産
に
要
す
る
材
料
が
数
量
的
に
減
少
す
る
と
い
う
形
で
生
産
性
が
上
昇
し
た
揚
合
を
考
え
る
と
、
材
料
価
格
に
変
動
が
な

い
限
り
、
同
一
の
数
量
的
給
付
能
力
を
維
持
す
る
た
め
に
保
有
す
べ
き
同
一
量
の
生
産
物
（
製
品
・
仕
掛
品
）
に
含
ま
れ
る
材
料
費
の
金

額
は
減
少
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
売
掛
金
中
の
材
料
費
の
回
収
部
分
の
金
額
を
も
減
少
さ
せ
る
。
更
に
、
材
料
の
必
要
在
庫
量
を
も
減
少

さ
せ
る
こ
と
に
よ
て
、
在
庫
材
料
の
金
額
を
減
少
さ
せ
る
と
共
に
、
材
料
購
入
の
た
め
の
前
払
金
の
額
を
も
減
少
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
形
で
の
生
産
性
の
上
昇
は
、
資
産
の
金
額
し
た
が
っ
て
資
産
の
形
で
拘
束
さ
れ
る
名
目
貨
幣
資
本
の
額
に
対
し
て
、
材
料
の

価
格
下
落
の
揚
合
と
全
く
同
様
に
作
用
す
る
。

　
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生
産
性
の
上
昇
は
費
用
要
素
の
価
格
下
落
と
全
く
同
様
に
関
連
資
産
の
金
額
を
減
少
さ
せ
、
こ
れ
ら
の

資
産
に
拘
束
さ
れ
る
名
目
貨
幣
資
本
の
額
を
減
少
さ
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
生
産
性
の
低
下
は
、
費
用
要
素
の
価
格
上
昇
と
全
く
同
様

な
作
用
を
及
ぼ
す
。

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
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五
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（表1）価格指数　（変動前を100とする）

費用種類

費
金
費

　
　
却

料
　
償

　
　
価

材
賃
減

価　　格　　指　　数

価格変動1

140

100

1662／3

価格変動H

120

200

662／3

価格変動皿

755！、2

400

50

（表2）　価格変動が資産額に及ぽす作用

（3）

費用・利益
収益

回転
間

価格変動前の費用利益

益の額

資　産　の　額

変動前1変動1変動HI変蜘

a b
月当り・単位
　1，000DM

　　C d e f 9

費用要素

　材料費
　　前払金中

　　材　料中

　　生産物中

　　売掛金中

月

40．0

4

労務費
　生産物中

　売掛金中

9
．
0

2

減価償却費

　機械中　　60

　生産物中　　1

　売掛金中　　1

1
．
0

単位　1，000DM

62

　　合　　計

利益要素

　　売掛金中

収益額
　資産合計

1

50．0

10．0

60．0

2
　
　
2
　
　
2
　
　
ウ
胴
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
3
　
　
つ
σ
　
　
3
　
　
3

7
0
2
1

0
　
　
0
6
　
　
6
3
　
　
3

0
？
】
陶
！

0
1
3

0
7
っ
0
2

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
8
　
　
Ω
∪
　
8
　
　
8
4
　
　
4
　
　
4
　
　
4

0
ワ
一
9
1

0
　
　
0
只
》
　
8
1
　
　
1

0
6
3

り
」
1
4

7
2
8
2

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
6
　
　
’
Q
　
　
〆
Q
　
　
6
5
　
　
【
」
　
5
　
　
5

0
4
2
2

0
　
　
0
Q
／
　
Q
ノ

0
8
1

3
3
0
1

7
8
一
」
3

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
4
　
　
4
　
　
4
　
　
4

0
0
6
1

0
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ソ
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0
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5
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も
う
一
つ
の
変
動
要
因
で
あ
る
資
産
の
回
転
期
間
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
あ
と
廻
し
に
し
て
、
ア
｝
れ
ま
で
の
三
つ
の
変
動
要
因
が
、
資

産
に
拘
束
さ
れ
る
名
目
貨
幣
資
本
額
に
及
ぼ
す
作
用
を
、
エ
ン
ド
レ
ス
は
数
字
で
示
し
て
い
る
。
前
頁
の
〔
表
2
〕
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
〔
表
－
〕
に
示
す
よ
う
な
費
用
要
素
の
価
楕
変
動
ー
こ
れ
は
、
こ
の
数
値
の
逆
数
で
表
わ
さ
れ
る
生
産
性
の
変
動
と
解
釈
し

て
も
同
じ
結
果
で
あ
る
ー
と
、
い
ず
れ
の
変
動
の
揚
合
（
1
、
∬
、
皿
の
揚
合
）
も
、
利
益
が
三
．
三
％
増
加
し
た
ア
一
と
を
前
提
と
し

て
い
る
。
〔
表
3
〕
は
、
〔
表
2
〕
の
数
値
を
資
産
形
態
別
に
集
計
し
て
、
そ
の
変
動
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
お
よ
ぴ
〔
表
3
〕
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
費
用
要
素
が
〔
表
－
〕
に
示
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

（表3）　価格変動と資産価額　単位1，000DM

　　　　　価格変動資産形態騰IIHl皿
前払金 4α0 56．0 48．0 30．2

材　　料 40．O 56．0 48．0 30．2

生産物 50．0 66．7

6
6
．
7
　
9 66．7

売掛金 60．0 80．0 8α0 80．0

機　　械 60．0 100．0 40．0 30．0

資産合計 250．0 358．7 282．7 237．0

実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

　
〔
表
2
〕

う
な
変
動
を
示
し
、
か
つ
、
い
ず
れ
の
変
動
の
揚
合
も
利
益
が
三
．
三
％
増
加
し
た
と
仮
定

す
る
と
、
一
定
の
給
付
能
力
を
維
持
す
る
た
め
に
拘
束
さ
れ
る
名
目
貨
幣
資
本
額
は
、
二
五

〇
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
三
五
八
・
七
、
二
八
二
・
七
、
二
三
七
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
変
動
が
あ
っ
た
と
き
、
従
来
の
実
体
資
本
維
持
説
と

い
わ
れ
る
損
益
計
算
の
基
準
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
名
目
貨
幣
資
本
額
を
、
利
益

（
ま
た
は
損
失
）
と
せ
ず
に
資
本
と
し
て
留
保
す
る
（
ま
た
は
利
益
に
計
上
す
る
）
ア
】
と
に

な
る
か
否
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
エ
ン
ド
レ
ス
は
、
費
用
を
取
替
原
価
で
評
価
す
る
従
来
の
実
体
資
本

維
持
説
の
計
算
で
は
、
費
用
要
素
の
価
格
上
昇
－
生
産
性
低
下
も
同
じ
ー
に
よ
る
費
用

性
資
産
の
金
額
増
加
分
は
、
原
則
と
し
て
費
用
計
上
を
通
じ
て
留
保
さ
れ
る
の
で
、
利
益
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



（表4）　回転期間の変動が資産額に及ぼす作用　単位】，ooO　DM

後

変動H

動　変

変動1
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究

金額 回転期間 金額

40．0

0．0

0．0

60．0

1
1
1
2
6
0

4α0

0．0

0．0

20．0
0
．
0

190．0 310．0

回転期間

　　1月

　　1

　　1

　60

変動前

金額

40．0

4Q．0

50．0

60．0

60．0

250．O

1月

　1

　1

　1

60

資産形態

前払金
材　料
生産物
売掛金
機　械

資産合計

ヰ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六

は
含
ま
れ
な
い
1
資
本
と
し
て
扱
わ
れ
る
　
　
が
、
貨
幣
資
産
の
金
額
増
加
分
は
、
利

益
と
し
て
計
算
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
〔
表
3
〕
に
お
け
る
材
料
・
生
産

物
．
機
械
の
金
額
の
変
動
分
（
1
の
揚
合
ー
プ
ラ
ス
七
二
・
七
、
n
の
揚
合
ー
プ
ラ
ス
四

．
七
、
皿
の
揚
合
ー
マ
イ
ナ
ス
ニ
三
・
一
）
は
利
益
（
ま
た
は
損
失
）
に
は
な
ら
な
い
が
、

前
払
金
と
売
掛
金
の
金
額
の
変
動
部
分
（
1
の
揚
合
ー
プ
ラ
ス
三
六
・
O
、
H
の
揚
合
ー

プ
ラ
ス
ニ
八
・
○
、
皿
の
場
合
プ
ラ
ス
一
〇
・
二
）
は
利
益
と
し
て
計
算
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
国
　
資
産
の
回
転
期
間
の
変
動
と
名
目
資
本
額
の
増
減

　
数
量
的
に
同
一
の
給
付
能
力
を
前
提
と
し
て
も
、
殆
ど
す
ぺ
て
の
資
産
に
つ
い
て
、
そ

の
回
転
期
間
の
変
動
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
価
格
・
生
産
性
を
不
変
と
す
る
と
、
あ

る
資
産
の
回
転
期
間
が
長
く
な
れ
ば
、
そ
の
資
産
に
拘
束
さ
れ
る
名
目
資
本
の
額
は
増
大

し
、
逆
に
回
転
期
間
が
短
く
な
れ
ば
拘
束
さ
れ
る
名
目
資
本
の
額
は
減
少
す
る
。
エ
ン
ド

レ
ス
は
最
も
簡
単
な
例
と
し
て
、
製
品
を
現
金
販
売
し
た
揚
合
　
　
売
掛
金
の
回
転
期
間

が
ゼ
・
に
な
る
　
　
と
、
売
掛
金
の
回
転
期
間
が
二
倍
に
な
っ
た
揚
合
に
、
一
定
の
給
付

能
力
維
持
の
た
め
の
資
産
の
額
、
し
た
が
っ
て
資
産
に
拘
束
さ
れ
る
名
目
資
本
の
額
が
ど

の
よ
う
に
変
る
か
を
、
前
掲
の
〔
表
2
〕
に
あ
て
は
め
て
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ



の
結
果
を
簡
単
に
示
す
た
め
に
、
〔
表
3
〕
に
基
づ
い
て
〔
表
4
〕
を
作
成
し
て
み
た
。
な
お
、
価
楕
と
生
産
性
の
変
動
は
な
い
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
表
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
同
一
量
の
給
付
能
力
維
持
を
前
提
と
す
る
と
き
、
製
品
を
現
金
販
売
し
、
し
た
が
っ

て
売
掛
金
の
回
転
期
間
が
ゼ
ロ
に
な
れ
ぱ
（
変
動
1
の
揚
合
）
、
変
動
前
に
比
ぺ
て
売
掛
金
の
額
（
六
〇
）
だ
け
拘
束
さ
れ
る
名
目
貨
幣

資
本
額
は
減
少
す
る
。
つ
ま
り
、
同
一
給
付
能
力
を
保
証
す
る
物
的
資
本
中
に
は
、
売
掛
金
は
入
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
反
対
に
、
売

掛
金
の
回
転
期
間
が
二
倍
に
な
れ
ば
（
変
動
■
の
揚
合
）
、
変
動
前
の
二
倍
の
売
掛
金
が
、
同
一
給
付
能
力
を
保
証
す
る
物
的
資
本
の
中

に
含
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
材
料
や
製
品
あ
る
い
は
前
払
金
の
回
転
期
間
の
変
動
に
つ
い
て

も
い
え
る
。
し
か
る
に
、
従
来
の
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
で
は
、
こ
の
よ
う
な
点
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
．
）
で

計
算
さ
れ
る
利
益
は
、
給
付
能
力
維
持
の
立
揚
か
ら
分
配
可
能
な
額
で
あ
る
と
い
う
保
証
も
な
い
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
を
分
配
し
て

も
給
付
能
力
は
侵
害
さ
れ
な
い
揚
合
も
あ
り
う
る
。
こ
れ
が
、
エ
ン
ド
レ
ス
の
も
う
一
つ
の
批
判
で
あ
る
。

　
以
上
が
エ
ン
ド
レ
ス
の
批
判
の
要
点
で
あ
る
。
彼
が
批
判
の
対
象
と
し
た
実
体
資
本
維
持
説
は
、
直
接
的
に
は
ハ
ッ
ク
ス
の
見
解
で
あ

り
、
取
替
原
価
に
よ
る
費
用
評
価
の
み
を
含
む
損
益
計
算
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
批
判
の
中
に
は
、
本
稿
で
考
え
て
き
た
よ
う
な

形
の
実
体
資
本
維
持
説
に
は
必
ず
し
も
妥
当
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
費
用
要
素
の
価
格
変
動
ー
ま
た
は
生
産
性
変
動
ー
と
、
必
要
な

貨
幣
資
産
の
額
と
の
関
係
に
関
す
る
批
判
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
が
こ
の
関
係
を
極
め
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
点
は
評
価
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
販
売
益
の
増
減
に
よ
っ
て
も
売
掛
金
に
拘
束
さ
れ
る
名
目
資
本
額
の
変
動
が
生
ず
る
．
）
と
を
指
摘
し
、
従
来
の

実
体
資
本
維
持
説
の
計
算
で
は
こ
の
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
も
、
彼
の
如
く
純
粋
に
財
務
論
的
に
分
配
可
能
額
を
計
算
し

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
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よ
う
と
す
る
揚
合
は
と
も
か
く
、
損
益
計
算
体
系
と
し
て
の
実
体
資
本
維
持
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
う
け
い
れ
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
エ
ン
ド
レ
ス
が
見
落
し
て
お
り
、
し
か
も
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
と
し
て
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
う
一
つ
の
重
要
な

点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
産
性
変
動
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
エ
ン
ド
レ
ス
は
、
生
産
性
の
変
動
は
価
格
変
動
と
同
様
の
効
果
を
も
ち
、

し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
は
価
格
変
動
の
場
合
と
同
様
に
考
え
れ
ば
よ
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
取
替
原
価
で
費
用
を
計

算
す
れ
ば
、
生
産
性
上
昇
時
に
は
よ
り
少
な
い
名
目
資
本
が
留
保
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
拘
束
さ
れ
て
い
た
名
目
資
本
の
一
部
が
分
配
可
能
な

利
益
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
時
点
で
材
料
の
消
費
量
が
減
少

す
る
と
い
う
形
で
生
産
性
の
上
昇
が
生
じ
た
揚
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
上
昇
し
た
生
産
性
を
前
提
と
す
る
取
替
原
価
で
費
用
を
評
価
す
る

と
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
生
産
物
に
含
ま
れ
て
い
る
材
料
に
関
し
て
は
、
よ
り
少
な
い
材
料
に
相
当
す
る
額
が
費
用
に
計
上
さ
れ
・
よ
り

少
な
い
材
料
の
購
入
を
可
能
な
ら
し
め
る
だ
け
の
資
産
し
か
留
保
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
一
定
の
給
付
量
を
前
提
と
す
る
と
、

材
料
の
消
費
量
は
、
そ
の
後
は
生
産
性
の
上
昇
に
よ
り
減
少
す
る
。
そ
の
結
果
、
生
産
性
上
昇
時
に
、
そ
れ
以
前
の
生
産
性
の
も
と
で
一

定
の
給
付
能
力
維
持
の
た
め
に
存
在
し
て
い
た
材
料
の
数
量
は
、
そ
の
後
も
維
持
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
会
計
上
は
そ
の
維
持
が
可
能
な

大
き
さ
の
資
本
が
留
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
取
替
原
価
に
よ
る
費
用
評
価
の
必
然
の
結
果
で
あ
り
、
か
つ
て
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
相
対
的
維
持
論
に
関
し
て
問
題
に
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
形
で
生
産
性
が
上
昇
す
れ
ば
、
一
定
の
給
付
能

力
維
持
の
た
め
に
保
有
す
ぺ
き
材
料
の
数
量
は
、
減
少
し
て
よ
い
筈
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
に
お
い
て
確

認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
エ
ン
ド
レ
ス
も
、
こ
の
よ
う
に
材
料
が
数
量
的
に
減
少
し
て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
材
料
消
費
量
に
関
す
る
生
産
性
の
上
昇
は
、
名
目
資
本
の
拘
束
額
に
関
し
て
価
格
下
落
と
同
様
な
効
果
を
も
つ
と
す
る
の
で
あ
る
。



そ
の
限
り
で
は
彼
の
見
解
は
正
し
い
。
た
だ
、
彼
は
、
か
か
る
結
果
が
取
替
原
価
に
よ
る
費
用
の
計
算
だ
け
で
ぱ
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
を

見
落
し
て
い
る
。
か
か
る
場
合
、
取
替
原
価
に
よ
る
費
用
計
算
の
み
に
よ
っ
て
計
算
上
拘
束
を
は
ず
さ
れ
る
名
目
資
本
は
、
生
産
物
に
関

す
る
も
の
の
み
で
あ
り
、
材
料
に
関
し
て
は
、
計
算
上
は
、
従
来
通
り
の
名
目
資
本
を
拘
束
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
取

替
原
価
に
よ
る
費
用
計
算
の
み
で
は
、
実
体
資
本
維
持
の
計
算
と
し
て
は
完
全
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。
な
お
、

生
産
性
下
落
の
揚
合
も
同
様
に
考
え
う
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
体
資
本
維
持
説
の
論
議
に
お
い
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
間
題
で
あ
る
。
だ
が
、

エ
ン
ド
レ
ス
が
最
後
に
あ
げ
た
資
産
の
回
転
期
間
の
問
題
は
、
恐
ら
く
彼
に
よ
っ
て
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
問
題
で
あ
り
、
従
来
の
実
体
資

本
維
持
説
の
盲
点
を
つ
い
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
彼
の
批
判
は
ま
さ
に
正
当
で
あ
り
、
実
体
資
本
維
持
説
が
給
付
能
力
維

持
を
利
益
判
定
の
基
準
と
し
て
標
榜
す
る
限
り
、
そ
の
資
本
概
念
の
形
成
に
お
い
て
当
然
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
給
付
能
力
維
持
の
形
で
考
え
ら
れ
る
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
は
、
生
産
性
の
変
動
の
み
な
ら
ず
、
資
産
の
回
転
期
間
の
変
動

に
よ
っ
て
も
、
そ
の
数
量
的
大
き
さ
が
変
化
す
る
と
こ
ろ
の
物
的
資
本
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
資
本
概
念
は
、
他
の
資
本
概
念
と
比
較
し
て
、
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
は
特
異
な
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
点
を
検
討
し
、
こ
の
資
本
概
念
の
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
の
妥
当
性
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
（
1
）
　
≦
・
国
昌
身
3
前
掲
書
、
四
三
－
四
七
頁
。

　
　
（
2
）
　
た
だ
し
、
あ
る
費
用
要
素
の
価
格
変
動
が
生
じ
た
場
合
、
当
該
価
絡
変
動
に
関
係
の
あ
る
す
ぺ
て
の
資
産
の
金
額
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
こ

　
　
　
れ
ら
の
資
産
に
拘
束
さ
れ
る
名
目
貨
幣
資
本
の
額
が
、
直
ち
に
増
加
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ぱ
、
材
料
価
絡
の
変
動
が
生
じ
た
場
合
、
前
払

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九



　
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
商
学
研
究
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
六
〇

　
　
　
金
、
材
料
、
仕
掛
晶
・
製
品
、
売
掛
金
の
回
転
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
月
と
す
孔
ば
、
前
払
金
が
新
し
い
材
料
価
格
に
完
全
に
規
制
さ
れ
た
額
に

　
　
　
達
す
る
の
は
一
ヶ
月
先
で
あ
り
、
在
庫
材
料
は
二
ヶ
月
先
、
仕
掛
品
・
製
品
は
三
ヶ
月
先
、
売
掛
金
は
四
ヶ
月
先
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
更
に
、

　
　
　
機
械
の
価
格
変
動
が
企
業
の
資
産
と
し
て
の
機
械
の
価
額
に
影
響
を
及
ぽ
す
の
は
、
現
在
の
機
械
の
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
新
し
い
機
械
が
購

　
　
　
入
さ
れ
た
時
で
あ
り
、
そ
れ
が
仕
掛
品
な
ら
ぴ
に
売
掛
金
に
影
響
を
及
ぽ
す
の
は
、
更
に
一
ヶ
月
な
い
し
二
ヶ
月
先
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
毛
・

　
　
　
国
口
身
8
・
前
掲
書
、
四
五
頁
参
照
）
。

　
　
（
3
）
　
（
。
団
ロ
α
器
♂
前
掲
書
、
三
九
頁
。

　
　
（
4
）
　
を
・
国
ロ
辞
β
前
掲
書
・
四
四
頁
。
エ
ン
ド
レ
ス
固
有
の
項
目
名
称
な
ど
・
　
一
部
を
変
更
し
た
。

　
　
（
5
）
　
〔
表
3
〕
は
、
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
〔
表
2
〕
〔
表
3
〕
は
、
価
格
変
動
の
影
響
が
関
係
全
資
産
に
完
全
に
行
き
渡
っ
た

　
　
　
後
の
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
価
格
変
動
が
生
じ
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
が
か
か
る
状
態
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
は
、
注
（
2
）
に
述
べ
た
如

　
　
　
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
が
価
格
変
動
の
影
響
を
う
け
る
順
序
な
ら
ぴ
に
回
転
期
間
の
長
短
に
応
じ
て
異
な
る
。

　
　
（
6
）
　
≦
。
国
づ
昏
8
前
掲
書
、
四
八
頁
・
五
三
頁
。

⑭
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
の
特
異
性

　
エ
ン
ド
レ
ス
の
批
判
を
通
じ
て
明
確
化
さ
れ
た
給
付
的
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
が
、
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
ど
の
よ
う
な

特
質
を
有
す
る
か
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
他
の
会
計
上
の
資
本
概
念
が
、
ど
の
よ
う
な
共
通
の
性
質
を
備
え
て
い
る
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
名
目
資
本
概
念
お
よ
び
購
買
力
資
本
概
念
の
形
で
考
え
ら
れ
る
貨
幣
資
本
概
念
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
同
一
数
量
の

同
一
物
財
と
し
て
規
定
さ
れ
る
物
的
資
本
概
念
（
給
付
能
力
維
持
で
は
な
く
物
そ
の
も
の
の
維
持
と
い
う
形
で
想
定
さ
れ
る
実
体
資
本
維



持
説
の
資
本
概
念
）
に
お
い
て
も
、
会
計
上
の
資
本
概
念
－
期
間
損
益
の
判
定
基
準
と
な
る
資
本
の
概
念
1
と
し
て
共
通
す
る
一
つ

の
測
定
上
の
特
質
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
直
接
的
で
あ
れ
間
接
的
で
あ
れ
、
期
首
時
点
に
お
け
る
一
定
の
静
的
な

大
き
さ
（
貨
幣
量
ま
た
は
物
財
数
量
）
と
の
同
一
性
を
認
識
し
う
る
と
こ
ろ
の
、
期
末
に
お
け
る
静
的
な
大
き
さ
と
し
て
測
定
表
現
さ
れ

る
と
い
う
性
質
で
あ
る
。
理
解
し
に
く
い
言
い
ま
わ
し
を
用
い
た
が
、
具
体
的
に
説
明
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
名
目
貨
幣
資
本
概
念
に
つ
い
て
い
う
と
、
こ
こ
で
は
、
会
計
上
の
資
本
は
、
期
首
に
存
在
し
て
い
た
貨
幣
の
量
（
非
貨
幣
資
産

は
一
定
の
仮
定
に
基
づ
き
貨
幣
量
に
換
算
す
る
）
と
同
一
の
期
末
貨
幣
量
で
あ
る
。
あ
る
時
点
に
存
在
す
る
貨
幣
量
は
、
静
的
な
大
き
さ

i
静
止
し
て
存
在
す
る
も
の
の
量
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
大
き
さ
ー
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
資
本
概
念
の
も
と
で
は
、
会
計
上

名目資本維持説

〔静的大きさ〕

期首

期末㊥＋囮
　実体資本維持説

　　〔静的大きさ〕

期首

塑些）＋圏期末

　
貨
幣
資
本
概
念
の
う
ち
で
も
購
買
力
資
本
概
念
に
お
い
て
は
、

形
で
、
直
接
的
に
量
的
同
一
性
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念

右
の
二
つ
の
資
本
概
念
の
よ
う
に
、

期
首
の
貨
幣
量
が
そ
の
ま
ま
会
計
上
の
資
本
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
カ

の
資
本
は
、
期
首
に
お
け
る
一
定
の
静
的
大
き
さ
と
の
量
的
同
一

性
を
、
直
接
的
に
ー
静
的
大
き
さ
と
静
的
大
き
さ
の
比
較
と
い

う
形
で
ー
認
識
し
う
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
同
一
物
財
の
形

で
考
え
ら
れ
る
物
的
資
本
概
念
に
つ
い
て
も
、
名
目
貨
幣
資
本
概

念
と
同
じ
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
静
的

大
き
さ
が
、
貨
幣
量
で
は
な
く
物
財
数
量
（
貨
幣
資
産
は
物
財
数

量
に
換
算
）
で
あ
る
点
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
的
大
き
さ
相
互
の
比
較
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一
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〔静的大きさ〕〔重功白勺大きさ〕

期首1一般購買力の大きさ

同

爾）＋圏期末1一般購買力の大きさ

14給付的実体資本維持説

捧白勺大きさ〕　　　　　　〔動的大きさ〕

期首　給付能力の大きさ

同

爾）＋囮期末1給付能力の大きさ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

ら
で
あ
る
。
購
買
力
資
本
と
い
う
概
念
は
、
ま

ず
、
期
首
の
貨
幣
量
が
有
し
て
い
た
一
般
購
買

力
の
大
き
さ
と
い
う
動
的
大
き
さ
と
し
て
認
識

さ
れ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
動
的
大
き
さ
は
、
そ

の
ま
ま
の
形
で
は
会
計
上
の
資
本
と
し
て
は
機

能
し
え
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
動
的
大
き
さ
を

具
現
す
る
静
的
な
大
き
さ
と
し
て
の
貨
幣
量
に

よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
揚
合
、

期
首
資
本
の
静
的
大
き
さ
と
し
て
の
貨
幣
量
と
、

期
末
の
会
計
上
の
資
本
の
静
的
大
き
さ
と
し
て

の
貨
幣
量
と
の
同
一
性
は
、
動
的
大
き
さ
と
し

て
の
一
般
購
買
力
の
大
き
さ
の
同
噌
性
を
通
じ

て
、
間
接
的
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
、
給
付
的
実
体
資
本
維
持
説
の
資

本
概
念
に
お
い
て
も
、
右
の
三
つ
の
資
本
概
念

に
み
ら
れ
た
共
通
の
性
格
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う



か
。
二
こ
で
も
購
買
力
資
本
概
念
と
同
様
に
、
資
本
は
、
ま
ず
、
期
首
に
保
有
し
て
い
た
給
付
能
力
の
大
き
さ
と
い
う
動
的
大
き
さ
と
し

て
認
識
さ
れ
る
。
し
か
し
、
会
計
上
の
資
本
は
、
そ
の
動
的
大
き
さ
を
具
現
す
る
静
的
大
き
さ
と
し
て
の
物
財
量
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
も
、
期
首
資
本
の
静
的
大
き
さ
と
し
て
の
物
財
量
と
、
期
末
の
会
計
上
の
資
本
の
静
的
大
き
さ
と
し
て
の
物
財

量
と
の
同
一
性
は
、
動
的
大
き
さ
と
し
て
の
給
付
能
力
の
大
き
さ
の
同
一
性
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
限

り
に
お
い
て
は
、
こ
の
資
本
概
念
は
購
買
力
資
本
概
念
と
同
様
で
あ
り
、
形
式
的
に
は
他
の
す
べ
て
の
資
本
概
念
に
比
し
て
何
等
特
異
な

点
は
な
い
。

　
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
す
べ
て
の
会
計
上
の
資
本
概
念
が
、
期
首
の
静
的
大
き
さ
と
の
同
一
性
を
認
識
し
う

る
期
末
の
静
的
大
き
さ
と
し
て
測
定
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
実
は
、
こ
れ
を
更
に
内
容
的
に
検
討
し
て
み
る
と
、
給
付
的
実
体
資
本
維
持

説
の
資
本
概
念
に
は
、
他
に
み
ら
れ
な
い
大
き
な
特
異
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
他
の
三
つ
の
資
本
概
念
に
お
い
て
は
、

期
首
と
の
同
一
性
を
認
識
し
う
る
期
末
の
会
計
上
の
資
本
の
大
き
さ
（
静
的
大
き
さ
）
は
、
当
該
企
業
に
固
有
の
事
情
に
よ
っ
て
影
響
さ

れ
る
こ
と
は
全
く
な
い
。
同
一
性
が
直
接
に
静
的
大
き
さ
相
互
の
比
較
に
よ
り
認
識
し
う
る
名
目
資
本
概
念
お
よ
ぴ
同
一
物
財
を
前
提
と

す
る
物
的
資
本
概
念
に
お
い
て
は
い
う
に
及
ば
ず
、
購
買
力
資
本
概
念
に
お
い
て
も
、
会
計
上
の
資
本
の
大
き
さ
は
、
そ
の
時
点
の
貨
幣

の
一
般
購
買
力
と
い
う
企
業
外
的
・
国
民
経
済
的
要
因
に
よ
っ
て
は
影
響
を
う
け
る
が
、
当
該
企
業
固
有
の
事
情
に
よ
っ
て
そ
の
大
き
さ

　
（
静
的
大
き
さ
と
し
て
の
貨
幣
量
）
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
給
付
的
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
に
お
い
て

は
、
期
首
と
の
同
一
性
を
認
識
し
う
る
期
末
の
会
計
上
の
資
本
の
大
き
さ
（
静
的
大
き
さ
1
物
財
量
）
は
、
生
産
性
の
変
動
や
資
産
の

回
転
期
間
の
変
動
の
よ
う
な
、
全
く
当
該
企
業
に
固
有
の
要
因
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
資
本
概
念
の

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三
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一
六
四

も
と
に
お
い
て
も
、
会
計
上
の
資
本
は
、
期
首
に
お
け
る
一
定
の
静
的
大
き
さ
（
物
財
量
）
と
の
同
一
性
を
認
識
し
う
る
期
末
の
静
的
大

き
さ
（
物
財
量
）
と
し
て
測
定
・
表
現
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
同
一
性
は
、
当
該
企
業
に
全
く
固
有
の
事
情
を
前
提
と
し
て
の
み
認
識

し
う
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
他
の
資
本
概
念
に
は
全
く
み
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
給
付
的
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
は
、

会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
、
他
の
資
本
概
念
に
比
し
て
確
か
に
特
異
な
性
格
を
含
ん
で
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
会
計

上
の
資
本
概
念
と
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
簡
単
に
は
結
論
を
出
せ
な
い
。
要
は
、
当
該
企
業
に
固
有
の
事
情
で
あ
る
生
産

性
の
変
動
や
資
産
の
回
転
期
間
の
変
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
資
産
の
保
有
必
要
量
の
変
動
が
、
直
ち
に
会
計
上
の
資
本
の
大
き
さ
に
、
し
た

が
っ
て
ま
た
、
期
間
利
益
の
大
き
さ
に
影
響
を
及
ぽ
す
よ
う
な
、
そ
の
よ
う
な
資
本
概
念
が
会
計
上
の
資
本
概
念
と
し
て
妥
当
で
あ
る
か

否
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
資
本
概
念
の
特
異
性
と
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

五
　
む
す
ぴ
に
か
え
て

　
本
稿
で
は
、
実
体
資
本
維
持
説
と
よ
ば
れ
て
い
る
損
益
計
算
に
つ
い
て
、
そ
の
資
本
概
念
に
焦
点
を
し
ぽ
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
で
き
る

だ
け
具
体
的
な
形
で
明
確
化
す
る
と
共
に
そ
の
損
益
計
算
体
系
と
し
て
の
成
立
の
可
能
性
と
限
界
、
他
の
損
益
計
算
体
系
に
比
べ
て
の
特

異
性
な
ど
を
検
討
し
て
み
た
。
勿
論
、
こ
の
説
に
ま
つ
わ
る
す
ぺ
て
の
問
題
を
と
り
あ
げ
得
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
貨
幣
的
思
考

に
代
え
て
物
的
思
考
を
採
用
し
、
貨
幣
資
本
概
念
に
代
え
て
物
的
資
本
概
念
を
と
る
こ
と
が
、
い
か
に
多
く
の
困
難
な
問
題
を
生
ぜ
し
め

る
こ
と
に
な
る
か
は
、
明
ら
か
に
し
え
た
と
思
う
。



　
名
目
資
本
維
持
説
で
あ
れ
購
買
力
資
本
維
持
説
で
あ
れ
、
貨
幣
資
本
維
持
説
と
よ
ば
れ
る
思
考
に
比
べ
て
見
出
さ
れ
る
実
体
資
本
維
持

説
の
特
徴
は
、
前
者
が
企
業
の
資
本
を
投
資
に
関
し
て
自
由
選
択
性
を
有
す
る
資
金
と
み
る
の
に
対
し
、
後
者
は
資
本
の
固
定
化
を
前
提

と
し
、
回
収
さ
れ
た
資
本
の
再
投
資
に
関
し
て
は
極
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
選
択
性
し
か
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
後
者
の
考
え
方
は
、
変
動
の
激
し
い
今
日
の
経
済
社
会
に
お
い
て
も
、
な
お
相
当
程
度
、
実
態
に
合
っ
た
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
限

り
で
は
、
実
体
資
本
維
持
説
の
思
考
に
つ
い
て
、
そ
の
企
業
の
損
益
計
算
思
考
と
し
て
の
意
義
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
損
益
計
算
論
と
し
て
の
実
体
資
本
維
持
説
が
、
多
く
の
困
難
性
や
限
界
を
有
し
、
ま
た
、
他
の
資
本
維
持
説
に
比
し
て
問
題
を

含
む
特
異
性
を
有
す
る
と
し
て
も
、
単
純
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
説
の
基
本
的
思
考
に
沿
っ
た
方
向
で
、
そ
の
理
論
的
整

備
を
は
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
本
稿
で
検
討
し
た
如
く
、
そ
の
困
難
性
や
限
界
は
相
当
に
深
刻
な
も
の
で
あ
り
、
物
的
資
本
概
念

や
数
量
計
算
思
考
に
固
執
す
る
こ
と
は
、
問
題
の
解
決
を
い
た
ず
ら
に
遠
ざ
け
る
結
果
と
な
る
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
経
済
学
的
利
益
概
念
（
。
8
8
邑
。
8
8
0
導
9
胃
含
酢
）
の
主
張
、
な
ら
び
に
そ
れ
に
基

づ
く
収
益
力
維
持
的
な
分
配
可
能
額
の
決
定
の
考
え
方
に
、
実
体
資
本
維
持
説
の
困
難
性
や
限
界
を
克
服
す
る
何
等
か
の
手
が
か
り
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

出
そ
う
と
す
る
の
も
、
一
つ
の
有
力
な
問
題
解
決
の
方
向
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
勿
論
、
企
業
の
利
益
概
念
と
し
て
の
経
済
学
的
利
益

概
念
は
、
実
体
資
本
維
持
説
を
も
含
め
て
従
来
の
会
計
学
的
利
益
概
念
と
は
そ
の
思
考
過
程
を
全
く
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
未
だ
理
論

の
域
を
脱
し
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
未
来
数
値
が
利
益
決
定
の
ド
ミ
ナ
ン
ト
な
要
素
と
な
る
と
い
う
点
で
も
、
問
題
は
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
点
に
か
ん
が
み
、
取
替
原
価
に
基
づ
く
利
益
概
念
を
経
済
学
的
利
益
概
念
の
代
用
物
（
。
。
自
『
夷
鋒
。
｛
自
。
8
ぎ
巨
。
言
8
ヨ
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
当
然
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
取
替
原
価
決
定
に
伴
う
限
界
が
再
び
生
ず
る
こ

　
　
　
　
　
実
体
資
本
維
持
説
の
資
本
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
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と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
問
題
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
得
て
検
討
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
（
1
）
　
経
済
学
的
利
益
概
念
を
基
礎
と
し
て
、
給
付
能
力
維
持
の
観
点
か
ら
す
る
分
配
可
能
利
益
の
問
題
を
論
じ
た
興
味
あ
る
研
究
と
し
て
、
次
の

　
　
　
論
文
が
あ
る
。

　
　
　
　
U
一
g
の
『
ω
9
昌
o
こ
o
斜
＞
・
弱
o
び
｛
詳
2
5
α
Q
。
。
『
穿
貫
R
O
o
急
量
巨
q
鼠
ω
ン
自
巳
ヨ
ロ
ヨ
撃
o
o
o
一
げ
の
3
昌
彗
N
一
R
巨
o
q
一
N
o
諺
o
ぼ
津
h
黛
げ
9
臨
o
げ
甲

　
　
　
ヨ
『
駐
3
鎮
窪
9
0
閃
o
話
。
げ
目
お
誌
、
一
九
六
八
年
、
一
～
二
九
頁
。

　
　
（
2
）
　
エ
ド
ワ
ー
ズ
．
ベ
ル
や
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
見
解
も
そ
う
で
あ
る
が
、
次
の
論
文
は
こ
の
考
え
方
を
明
示
し
た
最
近
の
興
味
あ
る
研
究
で
あ

　
　
　
る
。

　
　
　
　
［
帥
≦
希
昌
8
幻
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○
ロ
昏
o
O
O
霞
Φ
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O
昌
畠
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口
8
切
o
賞
話
雪
菊
o
豆
碧
①
目
o
奔
O
O
ω
け
一
昌
O
O
目
o
騨
昌
畠
国
8
コ
O
目
一
〇
ぎ
8
ヨ
P
ア
カ
ウ
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テ
ィ
ン
グ
・
レ
ピ
ュ
ー
誌
、
一
九
七
〇
年
七
月
号
、
五
＝
二
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
五
年
一
〇
月
五
日
　
受
理
）


